
棚田」、「ステップアップ」などを表しています。棚田」、「ステップアップ」などを表しています。

ロケット発射！ロケット発射！

棚田」、「ステップアップ」などを表しています。棚田」、「ステップアップ」などを表しています。棚田」、「ステップアップ」などを表しています。棚田」、「ステップアップ」などを表しています。

ロケット発ロケット発ロケット発ロケット発ロケット発ロケット発ロケット発射！ロケット発ロケット発ロケット発ロケット発ロケット発ロケット発ロケット発ロケット発ロケット発ロケット発ロケット発ロケット発ロケット発ロケット発ロケット発ロケット発ロケット発ロケット発ロケット発ロケット発ロケット発ロケット発ロケット発ロケット発ロケット発ロケット発ロケット発ロケット発ロケット発ロケット発射ロケット発射ロケット発射射射！！！！
　６月21日㈰、市内の小学生20人とその
保護者が参加してペットボトルロケット教室
が開催されました。参加した親子は、思い
思いのロケットを制作し、吉田クロスカント
リー競技場でロケット飛ばし大会を行いまし
た。優勝したのは、約60ｍを記録した島田
拓実さん（５年）。冬には声援が飛び交う競
技場に、この日は親子の歓声が響きました。

　６月21日㈰、市内の小学生20人とその
保護者が参加してペットボトルロケット教室
が開催されました。参加した親子は、思い
思いのロケットを制作し、吉田クロスカント
リー競技場でロケット飛ばし大会を行いまし
た。優勝したのは、約60ｍを記録した島田
拓実さん（５年）。冬には声援が飛び交う競
技場に、この日は親子の歓声が響きました。

主な内容
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2-3

・・・・・・・・・・・・・・・・ 4-5
・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6-7

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8-10
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12-13
・・・・・・・・・・・・・・・ 14-15

・・・・・・・・ 16-17
・・・ 18-19

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20-23
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 24

●市街地の地籍調査を始めます
●国民健康保険税率を決定しました
●長寿医療制度／石彫シンポジウム
●大地の芸術祭⑤
●めざせ！観光交流都市とおかまち
●協働のまちづくり情報⑯
●地域の風～支所からのたより～
●ときめきネットワーク／元気予報ほか
●まちの話題TOPICS／パブリックコメントほか
●お知らせ・ガイド
●ジュニア芸術祭－川治小学校－
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TOKAMACHI



　
地
籍
調
査
事
業
で
登
記
地
番
を
整
理

し
、
分
か
り
や
す
い
住
所
表
示
に
改
め
ま

す
。

◆
『
十
日
町
市
辰
甲
○
○
番
地
』
と
言
わ

れ
て
も
、
ど
の
辺
り
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

◆
私
の
住
所
は『
十
日
町
市
本
町
○
丁
目
』

で
す
。

◆
市
街
地
に
は
住
所
が
２
つ
あ
る
の
で
す

か
。『
十
日
町
市
辰
甲
〇
○
番
地
』
と
『
十

日
町
市
本
町
○
丁
目
』
と
・
・
・

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
市
街
地
の
住
所
を

表
す
と
き
、
土
地
の
所
在
（
地
番
）
と
、

行
政
区
（
町
内
名
）
の
２
通
り
が
使
わ
れ

て
い
て
、
市
民
生
活
に
不
便
や
混
乱
が
生

じ
て
い
ま
す
。
公
的
な
住
所
の
表
示
は
、

｢

住
居
表
示
に
関
す
る
法
律｣

に
基
づ
い
て

実
施
さ
れ
た
地
域
の
街
区
符
号
及
び
街
区

番
号
、
ま
た
は
土
地
登
記
簿
の
地
番
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
住
居

表
示
検
討
委
員
会
や
住
居
表
示
研
究
会
な

ど
で
、
当
市
に
ふ
さ
わ
し
い
住
居
表
示
の

方
法
が
検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
基
本
的
に
は
住
民
か
ら
の
要
望
が
多

い
、
現
在
の
行
政
区
を
変
え
な
い
で
、
現

在
使
用
し
て
い
る
地
番
の
子
・
丑
・
寅
な

ど
の
符
号
を
削
除
し
、
大
字
・
小
字
を
行

政
区
名
に
変
更
し
ま
す
。こ
れ
に
よ
っ
て
、

住
所
は｢

十
日
町
市
本
町
○
丁
目
○
○
番

22
年
度
か
ら
市
街
地
の
地
籍
調

査
事
業
を
実
施
し
ま
す

　
地
籍
調
査
で
境
界
・
面
積
な
ど
を
明
確
に
し
ま
す

　
市
街
地
の
紛
ら
わ
し
い
住
所
を
分
か
り
や
す
い
住
所
に
整
理
し
ま
す

 

住
所
に
行
政
区
名
を
入
れ
ま
す

地
籍
調
査
の
費
用
負
担

地　域 計画面積（㎢） 完了面積（㎢） 進捗率（％） 備　　　　考

　十日町 200.81 73.25 36.48 昭和58年度休止、平成15年度再開

　川　西 73.42 73.42 100.00 昭和53年度完了

　中　里 56.86 56.86 100.00 昭和55年度完了

　松　代 87.42 0.69 0.79 地籍調査未実施

　松之山 83.80 1.53 1.83 地籍調査未実施

　　計 502.31 205.75 40.96

地籍調査事業の実施状況 平成21年４月１日現在

現　行 計　画

土地の表示 十日町市字東裏辰甲150番 十日町市本町二丁目150番

住　　　所 十日町市　　　辰甲150番地 十日町市本町二丁目150番地

本　　　籍 十日町市　　　辰甲150番地 十日町市本町二丁目150番地

行　政　区 本町二丁目 本町二丁目（原則変更なし）

 ※すべて同じ行政区に統一されますので、住所表示の多重構造が解消されます

新しい住所表示例

■
問
合
せ
　
建
設
課
地
籍
調
査
室
調
査
係

　
☎
７
５
７

｜

３
３
４
２

　
十
日
町
市
の
地
籍
調
査
事
業
は
、
平
成
17
年
度
の
市
町
村
合
併
時
か
ら
実

施
し
て
き
た
吉
田
地
区
が
本
年
度
に
お
お
む
ね
完
了
し
ま
す
の
で
、
当
初
の

計
画
よ
り
遅
れ
ま
し
た
が
、
22
年
度
か
ら
十
日
町
地
域
の
市
街
地
を
実
施
し

ま
す
。
な
お
、
市
街
地
の
地
籍
調
査
事
業
は
、
紛
ら
わ
し
い
住
所
表
示
の
解

消
を
図
る
た
め
に
町
界
町
名
整
理
を
併
せ
て
行
い
ま
す
。

　
人
に
戸
籍
が
あ
る
よ
う
に
、
土
地
に
も

戸
籍
（
地
番
・
地
目
・
面
積
・
所
有
者
）

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
地
籍
と
い
い
、
法

務
局
（
登
記
所
）
に
備
え
付
け
の
公
図
及

び
登
記
簿
に
記
載
さ
れ
て
、
初
め
て
土
地

に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
権
利
が
法
的
に
保

護
さ
れ
ま
す
。

　
土
地
を
売
買
す
る
場
合
な
ど
は
、
必
ず

土
地
の
正
確
な
地
籍
が
必
要
と
な
り
ま
す

が
、
地
籍
調
査
を
実
施
し
て
い
な
い
土
地

に
関
す
る
記
録
は
、
現
在
も
明
治
時
代
の

地
租
改
正
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
地
図
を
使

用
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
土
地
の
境
界
が
不
明
確
で

あ
っ
た
り
、
測
量
も
不
正
確
で
あ
っ
た
り

し
て
土
地
の
実
態
を
正
確
に
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　
地
籍
調
査
は
、
国
土
調
査
法
と
い
う
法

律
に
基
づ
き
、
土
地
の
実
態
に
合
う
正
確

な
記
録
を
作
る
た
め
に
、
改
め
て
一
筆
ご

と
の
土
地
に
つ
い
て
、
所
在
・
地
番
・
地

目
・
所
有
者
及
び
境
界
を
所
有
者
な
ど
と

立
ち
会
い
な
が
ら
調
査
・
確
認
し
、
正
確

な
測
量
を
行
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
分
筆

や
合
筆
な
ど
も
調
査
し
ま
す
。

　
地
籍
調
査
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
成
果
の

写
し
は
法
務
局
に
送
付
さ
れ
、
そ
れ
を
基

に
土
地
登
記
簿
が
書
き
改
め
ら
れ
、
公
図

に
替
え
て
地
籍
図
が
備
え
付
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
地
籍
調
査
の
成
果
は
、

個
人
の
土
地
取
引
や
地
域
の
整
備
な
ど
土

地
に
関
す
る
基
礎
デ
ー
タ
と
な
り
ま
す
の

で
大
切
な
事
業
と
言
え
ま
す
。

　
市
街
地
で
実
施
す
る
地
籍
調
査
事
業
の
範
囲
は
、
川
治
川
か
ら
田
川
（
田
川
町
を
含
む
）

及
び
山
側
の
住
宅
地
か
ら
信
濃
川
に
囲
ま
れ
た
区
域
で
す
。
な
お
、
駅
西
と
西
本
町
の
区
画

整
理
事
業
を
実
施
し
て
い
る
区
域
は
除
き
ま
す
。
ま
た
、
町
界
町
名
整
理
は
、
千
歳
町
や
妻

有
町
な
ど
の
住
所
と
行
政
区
が
一
致
し
て
い
る
区
域
は
除
き
ま
す
。

地｣

の
よ
う
に
分
か
り
や
す
く
な
り
、
行

政
区
と
一
体
化
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
は
、
関
係
者
を
対
象
に
説
明
会
な

ど
を
開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
今
後
の
市
報
な
ど
で
お

知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

※
完
了
面
積
に
は
区
画
整
理
、
ほ
場
整

備
の
換
地
面
積
も
含
ま
れ
て
い
ま
す

　
地
籍
調
査
は
市
が
行
い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
か
ら
の
費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
事
業
費
の
負
担
割
合
は
国
が
２
分
の

１
、
県
が
４
分
の
１
、
市
が
４
分
の
１
で

す
。
さ
ら
に
市
の
負
担
分
に
つ
い
て
は
、

特
別
交
付
税
が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
実

質
負
担
分
は
20
分
の
１
と
な
り
ま
す
。

地籍調査実施区域の範囲
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年々増えている保険給付費（医療費）国民健康保険証と高齢受給者証の更新

　
次
の
条
件
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
世

帯
は
、
原
則
と
し
て
世
帯
主
の
年
金
か
ら

保
険
税
が
天
引
き
で
徴
収
さ
れ
ま
す
。
特

別
徴
収
が
始
ま
る
際
に
は
、
事
前
に
通
知

を
し
ま
す
。

①
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

　
で
あ
る
こ
と
。

②
世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

　
全
員
が
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
あ
る
こ

　
と
。

③
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金
の
年
額

　
が
18
万
円
以
上
で
あ
り
、
国
民
健
康
保

　
険
税
と
介
護
保
険
料
を
合
わ
せ
て
、
年

　
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
な
い
こ
と
。

　
た
だ
し
、
年
金
天
引
き
を
希
望
し
な
い

場
合
は
口
座
振
替
で
納
入
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
の
で
、
介
護
国
保
課
国
保
係
ま
で

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
納
付
書
で
の
納
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
高
齢
化
や
医
療
費
の
増
加
の
中
で
、
国

民
健
康
保
険
事
業
の
健
全
な
運
営
を
維
持

す
る
た
め
、
平
成
21
年
度
の
国
民
健
康
保

険
税
率
を
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
税
は
、昨
年
度
か
ら「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が
創
設
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
医
療
給
付
分
と
後
期
支
援
分

の
合
計
額
と
し
て
算
定
さ
れ
ま
す
。
さ
ら

に
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
は
、
介
護

保
険
の
第
２
号
被
保
険
者
と
し
て
介
護
納

付
分
を
加
え
た
額
が
国
民
健
康
保
険
税
と

な
り
、
介
護
納
付
分
の
限
度
額
は
こ
れ
ま

で
の
９
万
円
か
ら
10
万
円
に
引
き
上
げ
ま

し
た
。

　
保
険
税
の
納
入
通
知
書
は
、
７
月
15
日

㈬
に
発
送
す
る
予
定
で
す
。
納
期
限
ま
で

に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　「
国
民
健
康
保
険
」
は
、
病
気
や
け
が

を
し
た
と
き
に
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
保
険
税
を
出
し
合

っ
て
助
け
合
う
制
度
で
す
。
加
入
者
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
特
別
徴
収

（
年
金
天
引
き
）

　
同
一
世
帯
の
人
が
長
寿
医
療
制
度
に
移

っ
た
こ
と
に
伴
い
、
次
の
事
項
に
該
当
す

る
場
合
に
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の
負
担

を
軽
く
す
る
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

①
国
保
の
被
保
険
者
だ
っ
た
人
が
長
寿
医

　
療
制
度
に
移
り
、
世
帯
内
の
国
保
の
被

　
保
険
者
が
１
人
に
な
っ
た
場
合
、
平
等

長
寿
（
後
期
高
齢
者
）
医
療

制
度
創
設
に
伴
う
緩
和
措
置

　
割
額
の
半
額
を
減
額
し
ま
す
（
減
額
期

　
間
は
そ
の
状
態
に
な
っ
た
月
か
ら
５
年

　
間
で
す
）。

②
被
用
者
保
険
な
ど
の
本
人
が
長
寿
医
療

制
度
に
移
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
被
扶
養

者
だ
っ
た
65
歳
以
上
の
人
が
国
保
の
被

保
険
者
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
申
請
を

す
る
と
保
険
税
の
所
得
割
・
資
産
割
の

減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
（
減
免
期
間
は

加
入
の
月
か
ら
２
年
間
で
す
）。
　

国民健康保険税の計算例
　２人暮らしで自営業を営む世帯の場合

★世帯の中の国保加入者（夫50歳・妻48歳）……………２人

★営業所得……………………………………………… 200万円

★固定資産税額（土地・家屋）………………………45,000円

〈医療分〉

　①所得割　（200万円－基礎控除33万円）×4.3％＝71,810円

　②資産割　45,000円×27％＝12,150円

　③均等割　２人×15,700円＝31,400円

　④平等割　23,000円

　合計Ａ（①＋②＋③＋④）＝138,300円（100円未満切り捨て）

〈支援分〉

　①所得割　（200万円－基礎控除33万円）×1.9％＝31,730円

　②均等割　２人×8,300円＝16,600円

　合計Ｂ（①＋②）＝48,300円（100円未満切り捨て）

〈介護分〉

　①所得割　（200万円－基礎控除33万円）×1.0％＝16,700円

　②均等割　２人×8,000円＝16,000円

　合計Ｃ（①＋②）＝32,700円（100円未満切り捨て）

世帯の国保税の合計＝Ａ＋Ｂ＋Ｃ＝219,300円

　昨年度の医療費は、75歳以上の被保険者

が国民健康保険から後期高齢者医療制度に移

行したこともあり、約57億円となりました。

　医療費は減額したように見えますが、保険

給付費と保険税賦課額の割合を見ると、保険

税の約4.2倍の医療費となっていて前年度よ

り増加しています。

　医療費が増加すると保険税に影響します。

適正な医療費を給付するためには、一人ひと

りが健康に気を付けることが大切です。

　国民健康保険証と高齢受給者証(該当者のみ)の更新分を

世帯単位で郵送します。学生の保険証も市内の世帯主あて

に郵送します。発送は７月24日㈮の予定です。

　今までの保険証と高齢受給者証は７月31日㈮をもって

使えなくなりますので、各自で処分をお願いします。

　保険証が届きましたら、住所･世帯主氏名･被保険者氏名

などを確認し、記載事項が異なっている場合は届け出てく

ださい。また、保険証裏面記載の注意事項をよくお読みく

ださい。

【有効期限】

　通常の有効期限は平成22年７月31日ですが、医療制

度の違いにより、次の人は有効期限が異なります。

　①平成22年７月31日までに75歳に到達する人

　②現在退職者医療制度の適用を受けている人で、平

　　成22年７月１日までに65歳に到達する人及び被扶

　　養者

※有効期限が平成22年７月31日でない人には、期限が

　切れる前に新しい保険証を送付します。

平
成
21
年
度
の
国
民
健
康
保
険

　
　
　
税
率
を
決
定
し
ま
し
た

問合せ
介護国保課国保係

☎757-3735

所得割

医療分

4.3％

資産割 27.0％

均等割 15,700円

平等割 23,000円

限度額 470,000円

所得割

介護分

1.0％

均等割 8,000円

限度額 90,000円

所得割

支援分

1.9％

均等割 8,300円

限度額 120,000円

20年度
税　率

所得割

医療分

4.3％

資産割 27.0％

均等割 15,700円

平等割 23,000円

限度額 470,000円

所得割

介護分

1.0％

均等割 8,000円

限度額 100,000円

所得割

支援分

1.9％

均等割 8,300円

限度額 120,000円

21年度
税　率

据え置き

据え置き

限度額が
10,000円増です

0

10

20

30

40

50

60

70億
円

12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

■保険給付費など　■保険税賦課額
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長
寿(

後
期
高
齢
者
︶医
療
制
度
か
ら

の
お
知
ら
せ

「アートのかおるまちづくり事業」

第15回十日町石彫シンポジウム
期　　　　間

公開制作会場

8月1日㈯～8月23日㈰
市総合体育館　北側広場

　平成７年度から毎年開催している石彫シンポジウムは、今年第15回を迎えます。

　この石彫シンポジウムは、真夏の炎天下、彫刻家が石材彫刻に挑む夏の風物詩、恒例の事業です。

　制作作品は、個々の作家の芸術性を表現しながら、設置場所の制約や、周りの環境、人、歴史、文化など

十日町市と調和を保ちながら進められます。

　この石彫シンポジウムを発信するためホームページ（http://tokamachi-sekichyo-sym.net/）を開設し

ています。

■問合せ　生涯学習課（中央公民館内）☎757-8918

◆
期
間

：

８
月
３
日
㈪
～
８
月
23
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
７
時
◆
会
場

：

ギ
ャ
ラ
リ

ー
６
坪
（
ほ
く
ほ
く
線
十
日
町
駅
前
）
☎

７
５
７

｜

９
２
６
２
◆
入
場
料

：

無
料

石
を
削
っ
て
、
ペ
ー
パ
ー
ウ
エ
イ
ト
を

作
ろ
う
。

※
石
は
、
子
ど
も
で
も
削
れ
る
や
わ
ら
か

い
石
を
使
用
し
ま
す

◆
日
時

：

８
月
９
日
㈰
午
前
９
時
30
分
か

ら
２
時
間
程
度
◆
会
場

：

市
総
合
体
育
館

北
側
広
場
（
石
彫
シ
ン
ポ
会
場
）
◆
参
加

費

：

無
料
◆
申
込
み

：

８
月
７
日
㈮
ま
で

に
生
涯
学
習
課
へ

●
第
４
回
　
石
彫
の
絵
コ
ン
テ
ス
ト
　

　（
小
学
生
対
象
）

●
作
品
提
出
期
間

：

７
月
25
日
㈯
～
８

　
月
10
日
㈪

　
作
品
は
、
中
心
市
街
地
の
ア
ー
ケ
ー

ド
に
掲
示
し
ま
す
。
作
品
応
募
者
全
員

に
図
書
券
を
、
優
秀
作
品
に
は
賞
を
贈

り
ま
す
。

●
作
品
提
出
・
問
合
せ
　
十
日
町
商
工

　
会
議
所
　
☎
７
５
７

｜

５
１
１
１

十
日
町
T
M
O

　
　
街
な
か
石
彫
作
品
活
用
事
業

 
●
作
家
展
（
参
加
作
家
に
よ
る
小
作
品
展
）

 

●
彫
刻
体
験
教
室

■設置場所

　ほくほく線十日町駅前

　市道西中央通り線　歩道

「わらしこ」
浜田　彰三（はまだ　しょうぞう）

【山梨県富士吉田市在住】

■設置場所

　ほくほく線十日町駅前

　市道西中央通り線　歩道

「川に抱かれて」
阿部　光成（あべ　みつなり）

【東京都北区在住】

■設置場所

　ほくほく線十日町駅前

　市道西中央通り線　歩道

「SEED OF PEACE」
　　 ｜  雲の上から ｜

本多　正直（ほんだ　まさなお）

【埼玉県北葛飾郡鷲宮町在住】

　
長
寿
医
療
制
度
の
保
険
証
は
、
７
月
31

日
㈮
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
の
で
、
８

月
１
日
㈯
か
ら
は
新
し
い
保
険
証
を
使
用

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
新
し
い
保
険
証

は
空
色
で
、
７
月
21
日
㈫
こ
ろ
に
送
付
し

ま
す
。
８
月
に
な
っ
て
も
保
険
証
が
届
か

な
か
っ
た
り
、
届
い
た
保
険
証
に
記
載
誤

り
が
あ
っ
た
り
し
た
場
合
は
、
介
護
国
保

課
国
保
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
同
一
世
帯
の
長
寿
医
療
制
度
加
入
者
の

前
年
中
の
所
得
に
応
じ
て
、
医
療
費
の
自

己
負
担
割
合
を
判
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
月
送
付
す
る
空
色
の
保
険
証
に
記
載

さ
れ
て
い
る
割
合
（
１
割
ま
た
は
３
割
）

は
、
８
月
１
日
か
ら
１
年
間
適
用
と
な
る

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
で
す
。

◆
１
割
負
担
と
な
る
人

　
同
一
世
帯
の
長
寿
医
療
制
度
加
入
者
の

中
に
、
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
の
人
が

い
な
い
人
。

◆
３
割
負
担
と
な
る
人
（
現
役
並
み
所
得

者
）

　
同
一
世
帯
の
長
寿
医
療
制
度
加
入
者
の

長
寿(

後
期
高
齢
者
︶医
療
制
度
か
ら

の
お
知
ら
せ

●
問
合
せ
　
介
護
国
保
課
国
保
係

　
　
　
　
　
☎
７
５
７
|
３
７
３
５

保
険
証
の
更
新

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合

平
成
21
年
度
の
保
険
料

保
険
料
の
納
付
方
法

◆
保
険
料
の
軽
減
制
度

○
所
得
の
低
い
人
へ
の
軽
減

　
平
成
20
年
中
の
所
得
状
況
に
応
じ
て
保

険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

均
等
割
額

：

世
帯
の
所
得
状
況
に
応
じ
て

　
９
割
、
８
　
５
割
、
５
割
、
２
割
の
軽

　
減
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

所
得
割
額

：

個
人
の
所
得
状
況
に
応
じ
て

　
５
割
軽
減
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
制
度
加
入
前
日
に
、
会
社
の
健
康
保
険

な
ど
の
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た

人
へ
の
軽
減

　
制
度
加
入
か
ら
２
年
間
は
保
険
料
が
軽

減
さ
れ
ま
す
（
市
の
国
保
や
国
保
組
合
に

加
入
し
て
い
る
人
が
異
動
し
た
場
合
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
）。

◆
４
月
の
年
金
か
ら
既
に
納
付
し
て
い
る

人
【
特
別
徴
収
】

10
・
12
・
２
月
の
納
付
額

：

確
定
し
た
年

　
間
保
険
料
額
か
ら
、
４
・
６
・
８
月
の

　
納
付
額
を
差
し
引
い
た
残
額
を
、
10
・

　
12
・
２
月
の
年
金
か
ら
納
め
て
も
ら
い

　
ま
す
。

◆
７
月
か
ら
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で

納
付
す
る
人
【
普
通
徴
収
】

　
確
定
し
た
年
間
保
険
料
額
を
、
７
月
～

平
成
22
年
３
月
の
間
に
分
割
し
て
納
め
て

も
ら
い
ま
す
。

　
月
々
の
保
険
料
額
は
、
通
知
書
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

中
に
、
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
の
人
が

い
る
人
。

　
た
だ
し
、
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
の

人
が
い
る
場
合
で
も
、
次
に
該
当
す
る
人

は
申
請
に
よ
り
１
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

○
同
一
世
帯
に
加
入
者
が
１
人
の
場
合

　
そ
の
人
の
収
入
の
合
計
金
額
が
３
８
３

万
円
未
満
の
人
。
ま
た
は
、
そ
の
人
の
収

入
と
同
一
世
帯
の
70
～
74
歳
の
人
全
員
の

収
入
の
合
計
金
額
が
５
２
０
万
円
未
満
の

人
。

○
同
一
世
帯
に
加
入
者
が
複
数
い
る
場
合

　
加
入
者
全
員
の
収
入
の
合
計
金
額
が

５
２
０
万
円
未
満
の
人
。

　
年
間
保
険
料
額
の
通
知
書
を
、
７
月
15

日
㈬
に
該
当
と
な
る
人
へ
送
付
し
ま
す
。

◆
保
険
料
額
の
計
算
方
法

　
均
等
割
額
と
所
得
割
額
の
合
計
が
年
間

保
険
料
額
と
な
り
ま
す
（
賦
課
限
度
額
は

50
万
円
）。

均
等
割
額

：

１
人
当
た
り
年
間
で

　
３
万
５
、
３
０
０
円
で
す
。

所
得
割
額

：

料
率
は
７
　
15
％
で
、
平
成

　
20
年
中
の
所
得
金
額
な
ど
を
基
に
算
定

　
し
ま
す
。

※
平
成
20
年
度
の
保
険
料
追
加
軽
減
策
　

　（
均
等
割
額
８
　
５
割
）
に
該
当
し
、　

　
昨
年
８
月
の
年
金
か
ら
の
納
付
を
最
後

　
に
保
険
料
徴
収
が
中
断
さ
れ
て
い
た
人

　
は
、
今
年
の
７
～
9
月
は
納
付
書
ま
た

　
は
口
座
振
替
（
普
通
徴
収
）
で
の
納
付

　
と
な
り
、
以
降
は
10
月
支
給
の
年
金
か

　
ら
の
納
付
（
特
別
徴
収
）
が
再
開
さ
れ

　
ま
す
。

◆
保
険
料
の
納
め
方
の
変
更
が
で
き
ま
す

　
長
寿
医
療
制
度
の
保
険
料
の
納
付
方
法

は
、
原
則
と
し
て
特
別
徴
収
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
介
護
国
保

課
国
保
係
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

：

後
期
高
齢
者
医

　
療
被
保
険
者
証
、
印
鑑
、
口
座
振
替
依

　
頼
書
の
本
人
控
え
（
金
融
機
関
で
口
座

　
振
替
依
頼
を
す
る
と
発
行
さ
れ
ま
す
）

※
納
め
た
保
険
料
は
、
所
得
税
及
び
住
民

　
税
の
申
告
の
際
に
、
社
会
保
険
料
控
除

　
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

．

．

．
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「
し
ゃ
っ
た
ぁ
ず
・
４
」

　

地
元
先
行
上
映
会
を
決
定
！

大
地
の
芸
術
祭
⑤

い
よ
い
よ
こ
の
夏
開
幕
！

　
す
べ
て
の
ロ
ケ
を
市
内
で
行
い
話
題
と

な
っ
た
、
芸
術
祭
の
映
画
作
品
『
し
ゃ
っ

た
ぁ
ず
・
４
』
の
先
行
上
映
会
を
開
催
し

ま
す
。
当
日
は
市
内
・
津
南
町
在
住
者
の

み
の
先
行
上
映
で
す
。

　『
し
ゃ
っ
た
ぁ
ず
・
４
』
は
、
大
地
の

芸
術
祭
の
作
品
の
１
つ
と
し
て
エ
ン
ト
リ

ー
さ
れ
、
長
編
映
画
を
作
る
初
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
か
ら

生
ま
れ
た
映
画
を
最
初
に
ご
覧
く
だ
さ

い
。
当
日
は
、
出
演
者
に
よ
る
舞
台
あ
い

さ
つ
、
監
督
に
よ
る
質
疑
応
答
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

先
行
上
映
日
時

　
７
月
24
日
㈮
午
後
５
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
５
時
開
場
）

旧
枯
木
又
分
校
で
は
、
京
都
精
華
大
学

の
講
師
や
学
生
を
中
心
に
、「
記
憶
と
発

動
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を
制
作
し
て

い
ま
す
。
３
人
の
作
家
の
協
力
の
も
と
、

地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
の
場
と
し
て
、

長
期
に
わ
た
る
作
品
を
展
開
し
ま
す
。

吉
野
央
子
さ
ん
は
「
枯
木
又
分
校
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
５
分
の
１
の
ス
ケ
ー

ル
の
木
製
模
型
を
展
示
し
ま
す
。
全
面
に

埋
め
込
ま
れ
た
銅
線
が
ま
る
で
苗
の
よ
う

で
、
ど
こ
か
懐
か
し
い
田
園
風
景
を
思
い

出
し
ま
す
。

内
田
晴
之
さ
ん
は
「
大
地
の
記
憶
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
校
庭
に
若
木
や
彼
岸

花
が
円
状
に
植
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
若
木

が
育
つ
こ
ろ
に
は
円
の
中
心
に
田
ん
ぼ
を

作
り
、
刈
り
取
っ
た
稲
を
干
し
ま
す
。
作

家
の
思
い
が
こ
も
っ
た
こ
の
作
品
は
、
地

域
住
民
の
協
力
の
も
と
、
大
切
に
育
て
続

け
ら
れ
ま
す
。

森
太
三
さ
ん
は
、”〝
Ｓ
ｋ
ｙ
（
ス
カ
イ
）

ｍ
ｏ
ｕ
ｎ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ｓ（
マ
ウ
ン
テ
ン
ズ
）

２
０
０
９
〟
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
校
舎

２
階
の
床
全
面
に
、
古
紙
や
古
着
を
使
用

し
た
紙
粘
土
を
敷
き
詰
め
て
い
き
ま
す
。

ま
る
で
山
並
み
や
雪
景
色
の
よ
う
に
見
え

る
と
き
、
人
間
そ
の
も
の
が
「
自
然
」
で

あ
る
と
気
付
き
ま
す
。

芸
術
祭
を
機
会
に
、
ぜ
ひ
枯
木
又
を
訪

れ
、
大
地
に
ふ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

○
イ
ベ
ン
ト

「
ラ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
（
仮
称
）」

７
月
か
ら
、
週
末
を
中
心
に
夜
の
ア
ー

ト
＆
自
然
観
察
ツ
ア
ー
を
催
行
す
る
予

定
で
す
。

「
夏
の
音
楽
祭
（
仮
称
）」

　
８
月
14
日
㈮
・
15
日
㈯

「
よ
さ
こ
い
」
を
核
と
し
た
新
た
な
音

空
間
の
創
出
を
目
指
す
音
楽
祭
で
す
。

会
場

　
市
民
会
館

料
金１

、
２
０
０
円
（
芸
術
祭
パ
ス
ポ
ー
ト

を
持
っ
て
い
る
人
は
８
０
０
円
）

チ
ケ
ッ
ト
発
売
所

　
十
日
町
シ
ネ
マ
パ
ラ
ダ
イ
ス

※
先
着
順
。
チ
ケ
ッ
ト
の
予
約
は
受
け
付

け
て
い
ま
せ
ん
。

問
合
せ

　
十
日
町
シ
ネ
マ
パ
ラ
ダ
イ
ス

　
☎
７
５
２
―
７
５
０
５

　

E
メ
ー
ル

：in
fo

@
t-cin

e
p
a
ra

.co
m

　
農
舞
台
事
務
局

　
☎
５
９
５
―
６
３
１
０

　
E
メ

ー

ル

： tsu
m

a
ri@

a
rtfro

n
t.

co
.jp

※
十
日
町
市
民
・
津
南
町
民
は
大
地
の
芸

術
祭
パ
ス
ポ
ー
ト
地
元
券
が
１
、
５
０

０
円
で
購
入
で
き
ま
す
。（
高
校
生
は

前
売
り
券
５
０
０
円
、
小
・
中
学
生
は

後
日
、
学
校
を
と
お
し
て
無
料
引
換
券

を
配
布
し
ま
す
）

■
問
合
せ
　
芸
術
祭
推
進
室

　
　
　
　
　
☎
７
５
７

｜

２
６
３
７

しゃったぁず・４の出演者たち

内田晴之作品のイメージ

十
日
町
エ
リ
ア
作
品
制
作
レ
ポ
ー
ト

「
枯
木
又
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

（
旧
枯
木
又
分
校
）

◎
吉
野
央
子
・
内
田
晴
之
・
森
太
三
ほ
か

　
／
日
本

川
西
エ
リ
ア
作
品
制
作
レ
ポ
ー
ト

「『
大
地
の
記
憶
』

　
　
　

〜
か
ざ
ぐ
る
ま
の
道
〜
」

（
ナ
カ
ゴ
節
黒
城
跡
線
）

◎
渡
辺
正
範
＆
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
か
わ
に
し

　
／
日
本

作
家
の
渡
辺
正
範
さ
ん
は
、
川
西
地
域

の
上
野
に
在
住
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア

ー
ト
ネ
ッ
ト
か
わ
に
し
は
、
大
地
の
芸
術

祭
を
支
援
す
る
目
的
で
平
成
20
年
に
設
立

さ
れ
た
団
体
で
す
。
渡
辺
正
範
さ
ん
と
ア

ー
ト
ネ
ッ
ト
か
わ
に
し
が
協
働
し
て
、
ナ

カ
ゴ
節
黒
城
跡
線
の
斜
面
を
利
用
し
て
作

品
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
と
節
黒
城
の

辺
り
は
、
数
十
万
年
前
に
は
海
で
、
そ
の

後
、信
濃
川
が
流
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

や
が
て
、大
地
が
西
に
向
か
っ
て
隆
起
し
、

信
濃
川
は
何
度
も
流
れ
を
変
え
て
い
き
ま

し
た
。
こ
う
し
て
、
ナ
カ
ゴ
台
地
や
節
黒

城
山
を
含
む
関
田
丘
陵
と
世
界
最
大
級
の

河
岸
段
丘
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
今
回
、
作

品
を
設
置
す
る
ナ
カ
ゴ
と
節
黒
城
跡
と
の

間
に
あ
る
深
い
谷
は
、
そ
の
後
流
れ
始
め

た
水
が
、
長
い
年
月
を
か
け
て
削
り
と
っ

た
も
の
で
、
斜
面
に
は
地
表
の
ラ
イ
ン
と

同
じ
、
西
に
上
が
る
地
層
が
く
っ
き
り
と

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

作
品
「
大
地
の
記
憶
」
は
、
悠
久
の
大

地
の
営
み
か
ら
生
ま
れ
た
こ
の
地
層
に
沿

っ
て
、赤
や
黄
な
ど
６
色
の
風
車
を
約
３
、

０
０
０
個
設
置
し
、
か
つ
て
の
地
面
や
大

地
創
造
の
ド
ラ
マ
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
も

の
で
す
。

９
月
５
日
㈯
の
満
月
の
夜
、
こ
の
谷
の

近
く
で
大
地
に
感
謝
す
る
「
大
地
の
宴
」

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
か
わ
に
し
は
、

ほ
か
の
作
家
の
作
品
制
作
の
支
援
や
、
お

も
て
な
し
事
業
へ
の
取
り
組
み
、
作
家
を

招
い
て
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
を
企
画

す
る
な
ど
、
芸
術
祭
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

中
里
エ
リ
ア
作
品
制
作
レ
ポ
ー
ト

「
Ｓ
ｔ
ｏ
ｎ
ｅ 

Ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
」

（
桔
梗
原
・
田
開
稲
荷
神
社
）

◎
ケ
ー
ス
・
オ
ー
エ
ン
ス
／
オ
ラ
ン
ダ

せとぐちの蔵が鉄で装飾されます

桔
梗
原
集
落
に
あ
る
田
開
稲
荷
神
社
の

脇
で
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ナ
ー
で

あ
り
、
彫
刻
家
で
も
あ
る
ケ
ー
ス
・
オ
ー

エ
ン
ス
さ
ん
が
、
緑
色
の
片
岩
が
刺
さ
れ

た
木
１
０
０
本
が
太
陽
光
や
風
に
当
た

り
、
反
射
し
た
り
揺
ら
め
い
た
り
し
て
新

し
い
風
景
を
生
み
出
す
と
い
う
作
品
を
展

開
し
ま
す
。緑
色
に
着
色
さ
れ
た
片
石
は
、

種
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
て
、
新
し
い
生
命

や
未
来
を
想
像
さ
せ
ま
す
。
６
月
下
旬
か

ら
作
品
制
作
が
始
ま
り
、
既
に
作
品
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
大
地
の
芸
術
祭
開
催
前

に
作
品
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

清
津
川
の
涼
や
か
な
川
の
音
と
と
も
に
、

新
し
い
風
景
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

種をイメージした片岩が並びます

「
空
の
粒
子
」

（
西
田
尻
・
清
津
峡
ホ
テ
ル
せ
と
ぐ
ち
）

◎
青
木
野
枝
／
日
本

　
西
田
尻
に
あ
る
「
清
津
峡
ホ
テ
ル
せ
と

ぐ
ち
」
の
蔵
で
、
丸
く
溶
断
し
た
無
数
の

鉄
を
溶
接
し
て
つ
な
げ
、
蔵
の
内
と
外
を

つ
な
ぐ
よ
う
な
作
品
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　
青
木
さ
ん
は
第
２
回
・
第
３
回
の
芸
術

祭
で
、
旧
高
道
山
小
学
校
跡
で
子
ど
も
た

ち
と
作
品
「
Ｌ
Ｉ
Ｋ
Ｅ  

Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｍ
Ｍ
Ｉ

Ｎ
Ｇ
」
を
制
作
し
、
今
も
公
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
７
月
25
日
㈯
に
は
「
鉄
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
と
し
て
旧
清
津
峡
小
学
校
で

灯
ろ
う
作
り
を
し
ま
す
。
夜
に
は
制
作
し

た
灯
ろ
う
を
道
に
設
置
し
、「
ホ
タ
ル
観

賞
会
」
も
企
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
思
い

出
づ
く
り
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
大
地
の
芸
術
祭
期
間
中
の
金
・

土
・
日
曜
日
に
は
作
品
の
手
前
で
「
ほ
た

る
カ
フ
ェ
」
を
オ
ー
プ
ン
し
、
観
光
客
へ

の
お
も
て
な
し
も
行
い
ま
す
の
で
、
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
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風車を作る親子地層に沿って風車が並びます



めざせ！

観光
交流都市

観光交流課　☎757-3100

新潟DCのシンボルマーク

⑤
～十日町市観光土産品コンテスト
　＆おもてなし講演会の開催案内～

　今年の新潟県大観光交流年を契機に、十日町市の新名物となるお

土産品を発掘・育成し、観光産業の活性化を図ることを目的とした

「観光土産品コンテスト」と、観光客の皆さんを「おもてなしの心」

でお迎えし、リピーター客の増につなげていくことの大切さを学ぶ

「おもてなし講演会」の開催についてお知らせします。

■
十
日
町
市
観
光
土
産
品
コ
ン
テ
ス
ト

　
十
日
町
市
の
「
名
物
」
と
な
る
優
れ
た

土
産
品
の
発
掘
・
育
成
を
図
る
た
め
、「
十

日
町
市
観
光
土
産
品
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実

施
し
ま
す
。

○
部
門
＝
①
菓
子
・
食
品
部
門
②
民
芸

品
・
工
芸
品
部
門
○
応
募
資
格
＝
市
内
に

所
在
す
る
企
業
・
団
体
・
グ
ル
ー
プ
及
び

市
内
在
住
の
個
人
。
土
産
品
は
、
市
内
で

製
造
ま
た
は
販
売
さ
れ
て
い
る
も
の
※
で

き
る
だ
け
新
作
、
既
存
商
品
の
場
合
は
改

良
（
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
）
さ
れ
て
い
る
も
の

○
出
品
料
＝
無
料
○
応
募
期
間
＝
８
月
３

日
㈪
～
21
日
㈮
（
必
着
）
○
審
査
基
準
＝

①
十
日
町
ら
し
さ（
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
）

②
ア
イ
デ
ア 

③
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン

④
品
質
⑤
価
格   

⑥
土
産
品
と
し
て
の
適

性
（
大
き
さ
、
重
さ
、
手
軽
さ
な
ど
）
※

上
記
の
①
～
⑥
を
総
合
的
に
審
査

　
入
賞
商
品
は
、
市
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
紹
介
す
る
ほ
か
、
新
潟
D
C
期
間

中
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
）
は
、
ほ
く
ほ

く
線
十
日
町
駅
構
内
に
特
別
販
売
ス
ペ
ー

ス
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。
※
出
店
は
出

品
者
が
対
応

　
実
施
要
項
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市

観
光
協
会
☎
７
５
７
―
３
３
４
５
へ
。
観

光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w

.

to
k
a
m

a
ch

ish
ik

a
n
k
o
u
.jp

/

）
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
　

■
お
も
て
な
し
の
心
の
大
切
さ
に
つ
い
て

学
ぶ
講
演
会

　
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
十
日
町
市
の
観
光

を
楽
し
く
快
適
に
過
ご
し
て
い
た
だ
き
、

リ
ピ
ー
タ
ー
客
（
再
来
訪
者
）
と
な
っ
て

も
ら
う
た
め
に
は
、
市
民
に
よ
る
お
も
て

な
し
の
心
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
旅
館
、
ホ
テ
ル
、
飲
食
店
、
お
土
産
店

な
ど
観
光
に
携
わ
る
人
の
ほ
か
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
「
お
も
て
な
し
の
心
の
大
切

さ
」
に
つ
い
て
学
び
、
温
も
り
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

○
日
時
＝
７
月
16
日
㈭
午
後
２
時
30
分
～

４
時
※
受
付
は
午
後
２
時
～
○
会
場
＝
ク

ロ
ス
10
　
３
階
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
○

講
師
＝
権
代
美
重
子
さ
ん
（
㈶
日
本
交
通

公
社
提
携
講
師
）　
○
テ
ー
マ
＝
「
お
も

て
な
し
で
結
ぶ
心
と
暮
ら
し
の
豊
か
さ
」

○
申
込
み
・
問
合
せ
＝
市
観
光
協
会
☎
７

５
７
―
３
３
４
５

講師の権代美重子さん

松
之
山
エ
リ
ア
作
品
制
作
レ
ポ
ー
ト

「
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
メ
デ
ィ
カ
ル
ハ
ー
ブ

　

 

マ
ン
・
カ
フ
ェ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

（
東
川
）

◎
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｅ
／
日
本

全
身
を
薬
草
で
覆
わ
れ
た
、
メ
デ
ィ
カ

ル
ハ
ー
ブ
マ
ン
。
全
長
25
ｍ
の
ハ
ー
ブ
マ

ン
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
効
用
の
あ
る
薬
草
が

植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
併
設
さ

れ
た
カ
フ
ェ
で
は
薬
草
を
使
っ
た
お
茶
や

食
べ
物
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ハ

ー
ブ
マ
ン
に
植
え
ら
れ
る
薬
草
は
、
こ
の

土
地
に
自
生
す
る
薬
草
集
め
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
地
元
の
人
に
協
力
し
て
も
ら
い
、

ヨ
モ
ギ
な
ど
の
薬
草
の
採
り
方
や
植
え
替

え
後
の
育
て
方
の
コ
ツ
な
ど
を
い
ろ
い
ろ

と
教
わ
り
な
が
ら
、
ハ
ー
ブ
マ
ン
の
薬
草

集
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。
旧
東
川
小
学
校

の
校
庭
に
現
れ
る
人
間
の
形
を
し
た
ハ
ー

ブ
マ
ン
は
、
人
々
を
健
康
な
状
態
へ
と
導

い
て
く
れ
る
作
品
で
す
。

松
代
エ
リ
ア
作
品
制
作
レ
ポ
ー
ト

「
松
代
商
店
街
周
辺
に
お
け
る
土
壁

　
　

 

に
よ
る
修
景
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

（
松
代
商
店
街
）

◎
村
木
薫
／
日
本

腕
達
者
な
大
工
や
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー

ル
の
学
生
、
そ
し
て
松
代
町
商
工
会
の
皆

さ
ん
と
、
町
並
み
を
伝
統
的
な
土
壁
に
よ

っ
て
修
復
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
1
年
に

１
軒
を
め
ど
に
２
０
０
０
年
か
ら
始
ま

り
、
今
年
は
「
は
ち
ぜ
ん
豆
腐
店
」
を
修

復
中
で
す
。
大
工
工
事
を
終
え
、
６
月
23

日
か
ら
作
家
や
商
店
街
の
皆
さ
ん
と
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。
年
々
、
修
景
さ
れ
て

い
く
松
代
の
町
並
み
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

「
ゲ
ロ
ン
パ
大
合
唱
」

（
室
野
・
松
代
城
山
）

◎
大
西
治
、
大
西
雅
子
／
日
本

　
農
作
業
に
付
き
も
の
の
厄
介
な
仕
事
、

草
刈
り
。
こ
れ
を
笑
え
る
一
手
間
に
変
え

て
し
ま
う
の
が
、
微
生
物
を
使
っ
た
肥
料

製
造
マ
シ
ー
ン
「
ゲ
ロ
ン
パ
」
作
品
で
す
。

作
家
は
京
都
府
の
丹
波
町
で
作
家
活
動
の

傍
ら
農
業
を
始
め
た
兼
業
農
家
。
自
ら
の

経
験
を
基
に
、
農
業
を
楽
し
く
す
る
仕
掛

け
を
考
案
し
ま
し
た
。
会
期
中
は
「
ゲ
ロ

ン
パ
」
が
出
動
し
て
地
元
の
皆
さ
ん
と
草

刈
り
を
行
い
、
刈
っ
た
草
を
お
腹
に
入
れ

て
肥
料
を
作
り
ま
す
。
思
わ
ず
ほ
ほ
笑
み

た
く
な
る
「
ゲ
ロ
ン
パ
」
の
姿
を
、
探
し

て
み
て
く
だ
さ
い
！

薬草で覆われたハーブマンのイメージ

土壁による修景の様子

農舞台駐車場脇に設置されているゲロンパ

　
本
町
分
庁
舎
駐
車
場
を
土
・
日
曜
日
、

祝
日
に
一
般
開
放
し
て
い
ま
す
。
買
い
物

な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
放
日
　

　
毎
週
土
・
日
曜
日
、
祝
日

時
間
　

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
９
時
30
分

　
※
夜
間
駐
車
は
で
き
ま
せ
ん

問
合
せ
　
産
業
振
興
課

　
　
　
　
☎
７
５
７

｜

３
１
３
９

　
４
月
13
日
に
発
行
し
た
「
十
日
町
市
プ

レ
ム
ア
ム
商
品

券
」
の
有
効
期
限

が
７
月
31
日
㈮
ま

で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
だ
使
用
し

て
い
な
い
人
は
、

忘
れ
ず
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　

　
十
日
町
市
プ
レ
ム
ア
ム
商
品
券
実
行
委

員
会
（
十
日
町
商
工
会
議
所
内
）

　
☎
７
５
７

｜

５
１
１
１

本
町
分
庁
舎
駐
車
場
を
土
・
日
曜
日
�

祝
日
に
一
般
開
放
し
て
い
ま
す

十
日
町
市
プ
レ
ム
ア
ム
商
品
券
の

有
効
期
限
は
７
月
31
日
㈮
で
す

大
地
の
芸
術
祭

　
作
品
鑑
賞
パ
ス
ポ
ー
ト
発
売
中
！

　
大
地
の
芸
術
祭
め
ぐ
り
に
欠
か
せ
な

い
作
品
鑑
賞
パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
現
在
好

評
発
売
中
で
す
。
市
内
及
び
津
南
町
在

住
の
人
の
み
が
購
入
で
き
る
地
域
券

（
１
、
５
０
０
円
）
は
、
次
の
と
こ
ろ

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

・
市
役
所
会
計
課

・
本
町
分
庁
舎

・
各
支
所
地
域
振
興
課

・
中
央
公
民
館
及
び
各
地
区
公
民
館

・
情
報
館

・
博
物
館

・
キ
ナ
ー
レ

・
光
の
館

・
農
舞
台

・
キ
ョ
ロ
ロ

・
ク
ロ
ス
10

・
ほ
っ
く
ほ
く
何
で
も
案
内
所

・
市
内
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
各
店

・
ロ
ー
ソ
ン
十
日
町
伊
達
店

・
ジ
�
ス
コ
十
日
町
店

ほ
か

　
パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
芸
術
祭
作
品
を
鑑

賞
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
日
帰
り
温
泉

入
浴
料
の
割
引
や
博
物
館
・
資
料
館
な

ど
の
入
館
料
割
引
な
ど
の
特
典
も
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。
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十
日
町
市

　
　協働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
指
針
そ
の
三

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
情
報
⑯

 

１ 

市
民
の
自
立
と
行
政
職
員
の

　 

意
識
改
革
・
能
力
向
上

　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
に
は
、
ま
ず
協
働
の
主
体
そ
れ
ぞ
れ
が

ま
ち
づ
く
り
を
担
う
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

の
認
識
と
自
覚
を
持
ち
、
信
頼
関
係
を
構

築
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

市
民
に
求
め
ら
れ
る
自
立
意
識

　
個
人
と
し
て
の
市
民
を
は
じ
め
、
各
種

市
民
団
体
や
企
業
な
ど
の
協
働
主
体
は
、

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
自
ら
取
り
組
む
姿
勢

を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。そ
の
う
え
で
、

自
立
し
た
存
在
を
目
指
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
は
、
地

域
課
題
の
解
決
ば
か
り
で
な
く
、
市
民
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
や
地
域
資
源
の
有
効
活
用
な
ど

さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
自
ら
地
域
を
見
つ
め
直

し
、
社
会
の
現
状
を
学
び
、
考
え
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
協

働
事
業
に
参
加
し
、
参
加
す
る
主
体
同
士

の
考
え
や
活
動
を
尊
重
し
、
自
ら
の
発
言

と
行
動
に
責
任
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で

す
。

行
政
職
員
の
意
識
改
革
と
協
働
推
進
の
た

め
の
能
力
の
向
上

　
行
政
職
員
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ
く

り
活
動
の
場
面
で
、
よ
り
充
実
し
た
質
の

高
い
成
果
を
得
る
た
め
に
は
、
行
政
主
導

だ
け
で
な
く
市
民
と
の
協
働
の
う
え
に
成

り
立
つ
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
行
政
職
員
が
地
域

に
か
か
わ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
現
場
で

と
も
に
考
え
行
動
す
る
こ
と
で
、
ま
ち
づ

く
り
の
課
題
や
市
民
ニ
ー
ズ
を
敏
感
に
と

ら
え
る
情
報
収
集
力
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

　
ま
た
、
行
政
職
員
は
自
立
し
た
主
体
と

し
て
市
民
と
協
働
す
る
た
め
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
力
を
高
め
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
専

門
家
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と

も
重
要
で
す
。

協
働
の
担
い
手
を
育
成
す
る
研
修
・
人
材

養
成
機
能
の
充
実

　
市
民
も
行
政
職
員
も
双
方
が
対
等
な
協

働
の
主
体
と
な
る
た
め
に
、
担
い
手
に
ふ

さ
わ
し
い
人
材
の
育
成
や
組
織
力
の
強
化

が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
へ

自
ら
参
加
す
る
意
識
づ
く
り
や
、
さ
ま
ざ

ま
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
知
識
を
得
る
た

め
の
研
修
・
養
成
機
会
の
充
実
を
図
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
市
民
も
行
政
職
員
も
と
も
に
学
び
、
交

流
す
る
こ
と
で
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

の
力
を
付
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

２ 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

　 

る
た
め
の
環
境
づ
く
り

情
報
の
提
供
と
共
有
を
積
極
的
に
進
め
る

た
め
の
体
制
・
制
度
づ
く
り

　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
に
は
、
ま
ず
情
報
の
共
有
が
不
可
欠
で

す
。

　
情
報
は
集
め
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
そ

れ
を
整
理
し
て
発
信
し
、
共
有
す
る
と
い

う
プ
ロ
セ
ス
を
、
市
民
、
行
政
と
も
に
円

滑
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
行
政
側
が
し
っ
か
り
と
説
明
責
任
を
果

た
す
意
味
か
ら
情
報
の
収
集
、
提
供
を
積

極
的
に
進
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
市
民
側
も
自
ら
情
報
を
収
集
し
、
発

信
し
て
い
く
努
力
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

そ
れ
を
支
援
す
る
た
め
の
体
制
や
制
度
づ

く
り
も
必
要
で
す
。

　
協
働
フ
�
ー
ラ
ム
の
開
催
な
ど
に
よ
る

情
報
発
信
や
交
流
機
会
づ
く
り
と
と
も

に
、
普
段
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙

な
ど
を
積
極
的
に
活
用
し
て
情
報
共
有
に

努
め
ま
す
。

協
働
事
業
へ
の
参
加
を
促
し
、
円
滑
な
推

進
を
支
援
す
る
体
制
・
制
度
づ
く
り

　
地
域
で
の
協
働
事
業
の
推
進
で
は
、
地

域
を
支
え
て
き
た
従
来
の
地
域
型
組
織
と

特
定
の
テ
ー
マ
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
る

テ
ー
マ
型
組
織
と
の
連
携
が
重
要
で
す
。

　
こ
の
地
域
型
組
織
と
テ
ー
マ
型
組
織
の

円
滑
な
参
加
と
事
業
推
進
の
た
め
に
、
横

断
的
な
推
進
体
制
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が

重
要
で
す
。
そ
の
た
め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
役
と
し
て
、
行
政
機
能
・
体
制
の
強
化

が
必
要
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
身
近
な
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
に
お
い
て
は
、
行
政
機
能
・
体
制
と
し

て
支
所
機
能
や
地
区
公
民
館
の
重
要
性
を

再
認
識
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
専
門
的
な
支
援
・
助
言
を
行
え

る
外
部
専
門
家
と
の
連
携
や
そ
の
適
切
な

派
遣
制
度
な
ど
も
必
要
で
す
。

　
協
働
事
業
を
円
滑
に
推
進
し
て
い
く
た

め
に
は
、
適
切
な
支
援
制
度
が
必
要
で
あ

り
、
既
存
制
度
の
活
用
を
は
じ
め
、
そ
の

弾
力
的
な
運
用
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
自
発
的
な
協
働
事
業
の
市
民

側
か
ら
の
提
案
に
対
し
て
、
そ
れ
を
受
け

止
め
支
援
す
る
新
た
な
制
度
の
検
討
も
必

要
で
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
協
働
事
業
の
円
滑
な
推

進
の
た
め
の
体
制
や
制
度
に
つ
い
て
は
、

モ
デ
ル
事
業
の
実
験
的
な
取
り
組
み
の
中

で
具
体
化
し
、
成
果
を
生
か
し
て
実
現
に

結
び
付
け
て
い
き
ま
す
。

 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
拠
点
づ
く
り

　
さ
ま
ざ
ま
な
協
働
事
業
を
推
進
し
、
多

様
な
協
働
の
主
体
が
活
動
を
進
め
て
い
く

う
え
で
は
、
そ
れ
を
支
援
す
る
拠
点
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
拠
点
の
役
割
は
、
モ
デ
ル
事
業
の
検
討

を
通
じ
て
以
下
の
よ
う
な
内
容
が
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

⑴
市
民
活
動
・
交
流
拠
点

　
協
働
事
業
の
担
い
手
で
あ
る
各
主
体
の

人
た
ち
が
集
ま
り
、
実
際
に
活
動
す
る
場

と
し
て
、
ま
た
交
流
す
る
サ
ロ
ン
的
な
場

と
し
て
の
拠
点
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑵
情
報
拠
点

　
協
働
事
業
の
情
報
の
共
有
化
を
図
る
た

め
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
の
集
積
と
そ
の
提
供

の
場
と
し
て
、
拠
点
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
協
働
の
主
体
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
を
図
る
情
報
交
換
の
場
と
し
て
も
、
拠

点
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

⑶
相
談
・
支
援
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
拠
点

　
協
働
事
業
の
企
画
・
実
施
・
評
価
・
反

映
の
各
プ
ロ
セ
ス
で
、
か
か
わ
る
主
体
か

ら
の
相
談
や
適
切
な
支
援
の
紹
介
、
新
た

な
主
体
づ
く
り
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
機
能
を
持
つ
拠
点

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
協
働
の
主

体
と
し
て
の
各
種
市
民
活
動
団
体
や
グ
ル

ー
プ
の
組
織
運
営
に
か
か
わ
る
支
援
な
ど

も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑷
人
材
育
成
・
研
修
拠
点

　
協
働
事
業
の
担
い
手
育
成
の
た
め
の
研

■
問
合
せ
　
総
合
政
策
課
協
働
の
ま
ち
づ

　
く
り
推
進
室
　
☎
７
５
７

｜

３
６
９
３

　（
内
線
２
３
５
）

修
機
会
の
企
画
、
実
施
の
場
と
し
て
の
拠

点
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
4
つ
の
役
割
を
持
つ
拠

点
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
こ
う

し
た
拠
点
の
あ
り
方
や
運
営
組
織
・
施
設

の
あ
る
べ
き
姿
、
ま
た
そ
れ
を
ど
の
よ
う

に
実
現
す
る
の
か
を
、
具
体
的
に
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
に
必
要
な
こ
と

　﹁
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
指
針
﹂
の
内
容
の
お
知
ら
せ
最
終
回

で
す
。

み
ん
な
の
役
に

立
つ
よ
う
に
み

ん
な
で
作
っ
て

い
く
ん
だ
よ
。

楽
し
い
と
こ
ろ

に
な
る
と
い
い

ね
。
早
く
で
き

る
と
い
い
な
。

活
動
の
拠
点
作

り
も
協
働
の
取

り
組
み
な
ん
だ

ね
。

平
成
20
年
度

平
成
21
年
度

モデル事業
候補

協働の
まちづくり
推進指針

モデル事業実施
・事業評価
・次年度モデ
　ルの検討

協働のまち
づくり推進
指針
（見直し）

情報共有　制度体制　支援拠点　人材育成

協働のまちづくりフォーラム

情報共有の体制づくり
制度体制の検討
支援拠点の検討
人材育成プログラムの検討と実施

平
成
22
年
度

モデル事業実施
・事業評価
・次年度モデ
　ルの検討

協働のまち
づくり推進
指針
（見直し）

協働のまちづくり支援拠点設立

協働のまちづくり支援拠点の運営

情報共有の体制づくり
制度（条例）体制の検討
支援拠点の立ち上げ準備
人材育成プログラムの検討と実施

平
成
23
年
度

モデル事業実施
・事業評価

協働のまち
づくり推進
指針
（見直し）

協働のまちづくり条例の制定

協働のまちづくりの継続

協働のまちづくり推進の流れ
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料
理
を
通
じ
世
代
交
流

　

第
５
回 

な
か
さ
と
食
の
文
化
祭

　

わ
が
家
の
裏
手
か
ら
上
ノ
久
保
と
い
う

土
地
に
上
る
急
な
坂
道
の
途
中
で
は
、
い

シ
タ
科
の
多
年
草
で
、
細
か
い
は
か
な
げ

な
花
の
形
が
、
中
華
そ
ば
屋
の
鳴
ら
す
チ

ャ
ル
メ
ラ
と
い
う
ラ
ッ
パ
状
の
楽
器
に
似

て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
一
般
的
に
は
中
部
以
南
の
地
に
生

え
る
も
の
で
す
が
、
こ
れ
は
新
潟
・
富
山

特
産
と
い
う
こ
と
で
「
越
し

の
」
と
い
う
冠
名
が
与
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
十
数
年
前
に

佐
渡
の
中
学
生
た
ち
が
発
見

し
、
佐
渡
に
も
あ
っ
た
の
だ

と
新
潟
日
報
に
報
じ
ら
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

山
菜
採
り
に
息
を
弾
ま
せ

な
が
ら
上
る
急
な
坂
道
も
、
こ
ん
な
も
の

を
観
察
し
な
が
ら
行
く
と
難
儀
も
忘
れ
て

先
を
急
ぐ
気
に
な
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　

︵
文
と
絵　

高
橋
八
十
八
︶

コ
シ
ノ
チ
ャ
ル
メ
ル
ソ
ウ

53

ろ
い
ろ
な
植
物
が
観
察

で
き
ま
す
。
清
れ
つ
な

わ
き
水
を
飲
み
な
が

ら
、
ス
ミ
レ
サ
イ
シ

ン
・
ア
ズ
マ
シ
ロ
カ
ネ

ソ
ウ
・
サ
イ
ハ
イ
ラ

ン
・
リ
ョ
ウ
メ
ン
シ

ダ
・
イ
ワ
ガ
ネ
ソ
ウ
そ

の
ほ
か
多
士
済
済
が
見
ら
れ
て
楽
し
い
も

の
で
す
。
そ
ん
な
中
に
、
ほ
か
で
は
見
ら

れ
な
い
異
様
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
﹃
コ

シ
ノ
チ
ャ
ル
メ
ル
ソ
ウ
﹄
と
い
う
ユ
キ
ノ

コシノチャルメルソウ

　信濃川の左岸に位置する堀之内集

落の「堀之内そば会」。同会では、

休耕田でそばを栽培したり、小学校

でそのそば粉を使ってそば打ちを教

えたりする活動を行っています。ま

た、中越地震の年からは、そば会の

有志が集落の八幡神社で年越しそば

をふるまい始めました。初もうで客を温かいそばで迎

えたところ、その効果で年々訪れる人が増えるように

なり、集落の人たちや実家に帰ってきた人たちの交流

が盛んになったといいます。最近では、始まりの合図

にしている除夜の鐘に加え、ホラ貝でも合図をするそ

うで、その音色を聞いてやってくる人もいるそうです。

同会では、「集

落外からもたく

さんの人に来て

もらい、新年を

いっしょに楽し

く迎えてもらい

たい」と話して

いました。

　
６
月
14
日
㈰
、
松
代
地
域
文
化
協
会

（
41
団
体
・
会
員
５
５
０
人
）
主
催
に
よ

る
松
代
地
域
文
化
協
会
設
立
30
周
年
記
念

式
典
が
、
松
代
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
会
長
の
室
岡
徹
さ
ん
（
59
歳
）
は
、

「
30
周
年
を
迎
え
、
ま
こ
と
に
に
う
れ
し

く
、
感
極
ま
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
習
い

ご
と
や
趣
味
に
は
終
わ
り
が
な
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
芸
術
文
化
の
振

興
と
地
域
づ
く
り
の
一
助
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま

し
た
。
続
い
て
、
文
化
発
展
に
尽
力
し
た

個
人
及
び
団
体
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
受

賞
者
に
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
典
後
に
は
30
周
年
記
念
芸
能
発
表
会

が
盛
大
に
行
わ
れ
、
14
団
体
が
踊
り
や
三

味
線
、
太
鼓
な
ど
の
芸
能
を
披
露
し
、
集

ま
っ
た
２
０
０
人
以
上
の
観
客
を
魅
了
し

ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

◎
文
化
功
労
者
賞

　
柳
　
浩
嗣

◎
優
秀
団
体
賞

　
松
代
写
友
会

　
し
ぶ
み
俳
句
会

　
し
ぶ
み
古
文
書
研
究
会

　
松
代
菊
花
松
光
会

　
奴
奈
川
盆
栽
愛
好
会

　
若
葉
会

　
松
月
会

　
松
苧
太
鼓

　
室
野
神
楽
保
存
会

松
代
地
域
文
化
協
会

　
地
域
に
感
動
と
潤
い
を
与
え
て
30
年

　身近な存在であるけれど、その生活はあまり

知られていない“クモ”。多彩なクモの網の不

思議と造形美を一本の糸から解剖します。日本

蜘
く

蛛
も

学会会員の船曳和代さんの貴重なコレクシ

ョンを核とした標本展示やクモの生態・技が体

験できる観察会を行います。（観察会の日程は

21ページをご覧ください）

●会　期　７月11日㈯〜12月20日㈰

　　　　　午前10時〜午後5時（月曜日休館）

　※７月26日㈰〜９月13日㈰の芸術祭期間中

　　は午前９時〜午後６時（無休）

●会　場　まつだい農舞台ギャラリー

●入場料　大人500円、小・中学生300円

●展示内容　クモの網の標本約200点、パネル

　５点、映像など

●問合せ　まつだい農舞台　☎595-6180

「クモ
一本の糸から
はじまる宇宙」
展開催

30周年記念芸能発表会

　
６
月
14
日
㈰
、
中
里
総
合
セ
ン
タ
ー
で

第
５
回
な
か
さ
と
食
の
文
化
祭
（
な
か
さ

と
夢
ネ
ッ
ト
主
催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
元
の
食
材
を
最
低

１
つ
使
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
家
庭
料

理
や
地
域
の
伝
統
食
、
わ
が
家
の
行
事
食

を
テ
ー
マ
に
持
ち
寄
っ
た
料
理
を
鑑
賞
・

試
食
し
合
い
、
地
域
の
食
を
見
直
そ
う
と

い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
秋
に
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
季
節
を
変
え
る
こ
と
で

料
理
が
変
わ
り
、
よ
り
地
域
の
食
文
化
を

深
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
初
夏
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
地
区
内
の
女
性
73
人
が
１

１
５
品
を
出
品
。
米
粉
へ
の
関
心
の
高
さ

か
ら
、
米
粉
を
使
っ
た
料
理
が
多
か
っ
た

ほ
か
、
清
津
川
の
鮎
を
使
っ
た
昆
布
巻
き

や
田
休
み
ご
っ
つ
�
、
謙
信
寿
司
な
ど
の

多
彩
な
料
理
が
並
び
ま
し
た
。
出
品
料
理

の
前
で
は
作
り
方
の
コ
ツ
や
料
理
へ
の
思

い
出
な
ど
を
話
し
合
っ
た
り
、
作
り
方
を

メ
モ
し
た
り
し
、
そ
の
後
の
試
食
会
で
は

大
勢
の
人
が
料
理
を
た
ん
能
し
ま
し
た
。

出
品
者
の
皆
さ
ん
は
、「
近
所
で
の
お
茶

飲
み
が
少
な
く
な
っ
た
分
、
い
ろ
い
ろ
な

人
と
交
流
で
き
る
こ
の
会
を
大
切
に
し
た

い
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
初

め
て
の
試
み
と
な
る
『
チ
マ
キ
作
り
体
験

コ
ー
ナ
ー
』
で
は
、
初
挑
戦
の
人
た
ち

が
、
地
元
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
手
ほ
ど
き

を
受
け
な
が
ら
笹
を
ひ
ね
っ
て
も
ち
米
を

詰
め
、
三
角
チ
マ
キ
５
個
完
成
を
目
標
に

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　10月４日㈰、中里中学校体育館で国体デモスポユニ

ホッケー大会が開催されますが、いよいよ７月14日㈫

から参加申込みの受付開始となります。申込みは中里公

民館で受け付けています。申込み用紙はトキめき新潟国

体ホームページ（http://tokkikki.jp/）からダウンロー

ドできます。

◎対象：未就学児童から小学生までの県内居住者 

◎募集チーム数

　小学生高学年の部12チーム、小学生低学年の部12チ

　ーム、幼児の部６チーム

※申込み多数の場合は選考会

　を実施します。

◎参加費：１チーム5,000円 

◎申込み・問合せ

　８月20日㈭までに申込み

　用紙を中里公民館

　☎763-2493

ユニバーサルホッケー
大会で盛り上がろう！②

2009

デモスポデモスポデモスポデモスポ

◆いよいよ参加申し込み開始！
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チャレンジチャレンジ

地域の皆さんに喜ばれる仕事を
◯49

ごみ減量のすすめ④

4

市民生活課環境政策室　☎ 757-3740

49

問合せ 健康支援課母子保健係
☎ 757-9759

　環境に配慮された製品かどうかを知る手がかりの一つに、「環境

ラベル」があります。環境に良いものを選ぶ判断材料として役立て

ましょう。

◎エコマーク
　商品の「生産」から「廃棄」までの

ライフサイクル全体をとおして、環境

への負荷が少なく、環境保全に役立つ

と認められた商品に付けられる環境ラ

ベルです。

　マークの下に、「古紙の利用・●％」

「くりかえし使える」など、認定され

た理由が書いてあることも多いので、

見付けてみましょう。

環境ラベルの話～このマークを知っていますか？～

ほかにもこんな
　マークがあります。

小海　琉貴
　　　　ちゃん

こかい　るきちゃん
平成18年１月28日生まれ
春日町３　　　　（写真左）

 ボールを投げるのが得意で、外で野球をするのが大
好きなるきちゃん。いっしょに水泳教室に通っている
りょうがお兄ちゃんとは良きライバルで、七夕には“お
兄ちゃんより速く泳ぎたい”とお願いをしました。

大塚　彩世ちゃん・有莉ちゃん
おおつか　あやせちゃん（写真左）・ゆりちゃん（写真右）
平成19年１月６日生まれ　美雪町１・２

 元気いっぱいな双子のあやせちゃんとゆりちゃ
ん。ピアノを習っているまゆお姉ちゃんが先生役
になって、みんなで保育園ごっこをするのが大好
き！いつも３人いっしょの仲良し姉妹です。

　
麻
し
ん
（
は
し
か
）
は
、
麻
し
ん

ウ
イ
ル
ス
の
空
気
感
染
に
よ
っ
て
起

こ
り
ま
す
。
感
染
力
が
強
く
、
予
防

接
種
を
受
け
て
い
な
い
と
、
多
く
の

人
が
か
か
る
病
気
で
す
。
ま
た
、
気

管
支
炎
や
肺
炎
、
中
耳
炎
、
脳
炎
な

ど
合
併
症
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
死
に
至
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
（
数
千
人
に
１
人
の
割

合
）。

　
風
し
ん
は
、
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
の

飛ひ

沫ま
つ

感
染
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

症
状
は
、
麻
し
ん
よ
り
軽
い
の
で
す

が
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
か
か
る
と

重
症
に
な
り
ま
す
。
特
に
、
妊
婦
が

妊
娠
早
期
に
か
か
る
と
、
先
天
性
風

疹
症
候
群
と
呼
ば
れ
る
病
気
に
よ

り
、
障
が
い
を
持
っ
た
子
ど
も
が
生

ま
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
麻
し
ん
は
、
予
防
接
種
を
２
回
受

け
る
こ
と
で
、
ほ
ぼ
１
０
０
％
免
疫

を
獲
得
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
現
在
は
、『
麻
し
ん
風
し
ん
混

合
ワ
ク
チ
ン
』
が
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
に

よ
り
、
麻
し
ん
と
風
し
ん
に
対
す
る

免
疫
効
果
を
同
時
に
高
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
第
１
期
が
「
１
歳
以
上
２
歳
未
満

 

『
麻
し
ん
』
と
『
風
し
ん
』

　
　
　
　
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

の
人
」、
第
２
期
が
「
小
学
校
就
学

の
前
年
度
に
あ
る
人
」
で
す
。
さ
ら

に
、
昨
年
度
か
ら
、
第
３
期
と
し
て

「
中
学
１
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の

人
」、
第
４
期
と
し
て
「
高
校
３
年

生
に
相
当
す
る
年
齢
の
人
」
も
対
象

と
な
り
ま
し
た
。

　
第
１
期
に
つ
い
て
は
、
１
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
た
ら
す
ぐ
に
予
防
接
種

を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
平

成
21
年
度
の
第
２
～
４
期
の
対
象
は

次
の
皆
さ
ん
で
す
の
で
、
ま
だ
予
防

接
種
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
早
め

に
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
第
２
期

：

平
成
15
年
４
月
２
日
�

　
平
成
16
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

▼
第
３
期

：

平
成
８
年
４
月
２
日
�

　
平
成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

▼
第
４
期

：

平
成
３
年
４
月
２
日
�

　
平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

 

予
防
す
る
に
は
？

 

定
期
予
防
接
種
の
対
象
は
？

 

麻
し
ん
と
風
し
ん
の
予
防
接
種
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

２
回
受
け
ま
し
ょ
う

第１期 第２期 第３期 第４期

新
潟
県
平
均

93.1％ 95.6％ 94.2％ 89.7％

十
日
町
市

99.8％ 97.9％ 96.9％ 94.2％

《平成20年度の接種率》

瀧澤　誠 さん
1976年生

㈱生越土建勤務

先月の村山恵さんからのバトンタッチ。

　
高
校
を
卒
業
後
、
新
潟
市
内
の
学
校
で
建
築
を
学

び
ま
し
た
。
今
は
亡
き
父
の
勧
め
も
あ
り
現
在
の
会

社
に
就
職
し
、
12
年
が
経
ち
ま
し
た
。
主
に
、
道
路

工
事
な
ど
の
入
札
業
務
、
維
持
管
理
作
業
の
計
画
見

積
や
除
雪
体
制
管
理
な
ど
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
公
共
工
事
が
中
心
な
の
で
、地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
、

「
道
路
を
良
く
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
声
を

か
け
ら
れ
る
と
、
こ
の
仕
事
を
や
っ
て
い
て
良
か
っ

た
と
感
じ
ま
す
ね
。
ま
た
、
数
年
前
の
大
雪
の
と
き

は
、
生
活
基
盤
の
道
路
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
早

朝
か
ら
深
夜
ま
で
働
き
大
変
で
し
た
。
し
か
し
不
思

議
と
疲
れ
な
い
ん
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
に

な
る
と
思
う
と
や
る
気
が
出
ま
す
ね
。

　
休
日
は
、実
家
の
畑
や
田
ん
ぼ
の
世
話
を
し
た
り
、

い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
参
加
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
お
お
ま
つ
り
で
の
下
町
俄
の
役
員
を
し
て
い
ま

す
の
で
、
今
は
準
備
に
忙
し
い
で
す
。
将
来
は
土
木

だ
け
で
な
く
建
築
の
仕
事
も
勉
強
し
た
い
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
密
着
型
で
頑
張
り
た
い
で
す
。
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散歩中の犬の
　おしっこマナー

当間スキー場でブナ林整備ボランティア

森
林
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を

　

十
日
町
市
民
環
境
会
議
と
市
の
共
催
に
よ
る

「
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
ど

う
進
め
る
か
」
と
題
し
た
環
境
講
演
会
が
、
６

月
30
日
㈫
、
情
報
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講

師
は
筑
波
大
学
名
誉
教
授
の
熊
崎
実
さ
ん
。
熊

崎
さ
ん
は
、
十
日
町
市
の
よ
う
な
中
山
間
地
域

は
、
森
林
な
ど
石
油
に
代
わ
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
や
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
ギ
ュ
ッ
シ
ン
グ
や
山
形
県
最
上
町
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
な
が
ら
、
年
間
２
、
０
０
０

万
㎥
も
切
り
捨
て
ら
れ
て
い
る
間
伐
材
の
可
能

性
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

十日町総合高校写真部が写真甲子園に出場！

　十日町総合高等学校写真部が、第16回全国高等学校写真選手権大
会「写真甲子園2009」初戦審査会を勝ち抜き、中部・東海ブロック
代表として見事３年ぶり７回目となる本戦出場を果たすことになりま
した。今年の写真甲子園には、全国から過去最多となる331校が応募。
地域ごとに８ブロックに分かれ、計18校の本戦出場枠を競いました。
同校写真部から出場するのは、３年生の岩崎仁美さん、廣田真理さん、
保坂千紘さんの３人。部長を務める岩崎さんは、「自分たちで見たそ
のままを写したい」と意気込みを語りました。写真甲子園本戦は、７
月28日㈫から31日㈮にかけて北海道で行われ、代表18校が同じ条件
の下、優勝を目指してこん身のシャッターを切ります。

　６月25日㈭・26日㈮、上越国際当間スキー場で中間法人
ディレクトフォース（ＤＦ）による遊歩道整備活動が行われ
ました。場内には魚沼スカイラインから延びる美しいブナ林
が広がっていることから、地元住民や企業・スポ―ツ林管理
運営協議会などにより、冬季以外の利活用として遊歩道整備
が行われています。ＤＦは日本有数の経済界元役員が名を連
ねる法人で、企業の経営支援を行う一方、環境活動に積極的
に取り組んでいます。代表理事の田中健一さん（69歳）は、「環
境や森林の分野でも、経営者としての知恵を生かして、社会
に役立つ活動をしていきたい」と話していました。

総務省
「民間投資促進交付金」

のお知らせ
　総務省では、市民の暮らしに欠かせない

「公益的施設」を法人（民間事業者）が整

備する場合、必要な資金の一部を補助する

制度を設けました。対象となる事業は原則

として、既に計画化され、本年度中に工事

着手などができる事業です。詳しくは問い

合わせてください。

◎募集締切り：７月17日㈮

◎問合せ：総合政策課企画政策係

　　　　　☎757-3193

※公益的施設…病院・診療所、保育・介護・

　福祉サービスの拠点施設や関連設備など、

　不特定多数の人が利用する施設及びそれに

　準ずる施設

　７月８日㈬、６回目の鉄道検討会議を開催し、鉄道の利便性

を維持・向上させていく方針や方策などを示した地域行動計画

（案）を取りまとめました。

　この計画案を公開し、内容について広く市民の皆さんから意

見を募集します。

◆意見の募集期間：７月17日㈮〜31日㈮（必着）

◆資料の閲覧場所：本庁総合政策課・各支所地域振興課、公民

　　館、情報館、本町分庁舎、市ホームページ（http://www.

　　city.tokamachi.niigata.jp/）

◆意見の提出方法

　①郵便　〒948-8501十日町市千歳町３- ３　総合政策課

　②ＦＡＸ　752-4635

　③電子メール　t-sogo@city.tokamachi.lg.jp

◆問合せ

　総合政策課企画政策係　

　☎757-3193

鉄道輸送活性化地域行動計画（案）の
意見公募（パブリックコメント）

を実施します

　市には、犬の散歩のマナーについてさまざまな相談が寄せられています。特に最近多いのが、犬のおしっ

こで困っているという相談です。

　散歩中の犬のおしっこ（マーキング）は、「生理現象なので仕方がない」と思われがち。ですが、だれで

も自分の家の玄関周りや花壇で犬におしっこをされたら気分がいいものではありません。ほかの人の家でさ

せることはマナー違反です。絶対にやめましょう。また、カーブミラーやアーケ

ードなど金属製の柱に犬のおしっこがかかると、根元が腐食してボロボロになっ

てしまいます。金属製の柱にはかけさせないようにしてください。

　しかし、たとえ注意していても、してはいけない場所でしてしまうこともある

かもしれません。最近は、ペットボトルに水を入れて持ち歩き、犬のおしっこの

後をきれいに流している飼い主の姿も見られます。散歩をするときの習慣として、

水を携帯しませんか。

　きちんとマナーを守り、愛犬との生活を楽しみましょう。

■問合せ　市民生活課環境政策室　☎757-3740

 あなたは
　大丈夫？

写真左から廣田さん、岩崎さん、保坂さん
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ま
つ
だ
い
「
農
舞
台
」

ク
モ
の
お
話
会
＆
観
察
会

軽
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

納
涼
盆
踊
り
の
集
い

星
と
森
の
詩
美
術
館

「
天
地
人
」
の
時
代
の
刀
剣
展

十
日
町
市
芸
術
協
会

第
20
回
美
術
鑑
賞
ツ
ア
ー

県
立
歴
史
博
物
館

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
展

天
地
人
〜
直
江
兼
続
と
そ
の
時
代
〜

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
、
県
信
用
保

証
協
会
、
丸
経
資
金
、
市
・
県
制
度

融
資
な
ど
、
夏
期
決
済
資
金
や
賞
与

等
運
転
資
金
及
び
設
備
資
金
の
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。
●
日
時
＝
７
月

21
日
㈫
午
前
10
時
30
分
～
午
後
６
時

●
持
参
す
る
も
の
＝
過
去
２
期
分
の

決
算
書
・
申
告
書
、
直
近
の
試
算
表
、

印
鑑
●
会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
＝

７
月
16
日
㈭
ま
で
に
十
日
町
商
工
会

議
所
（
☎
７
５
７
―
５
１
１
１
） 

「森の学校」キョロロ
７月の里山体験プログラム

※小学３年生以下は保護者の同伴が必要
です

●参加費　大人500円、小・中・高生　
300円（一部無料プログラムあり）

●集合場所・問合せ
　「森の学校」キョロロ　☎595-8311

日時・テーマ

11日㈯　午後１時30分〜４時
オトシブミ調査会

12日㈰　午後１時30分〜３時：水生昆虫探検

18日㈯　午後１時30分〜４時30分
花ごよみ調査

19日㈰　午後１時30分〜３時：森の昆虫探検

20日（海の日）午後１時30分〜３時
昆虫全般

25日㈯　午前４時30分〜７時30分：探鳥会

26日㈰
午後１時30分〜３時：森の昆虫探検
午後３時10分〜４時：昆虫標本づくり講座

【
花
ご
よ
み
調
査

：

松
之
山
小
谷
旧

高
田
街
道
を
歩
く
】
●
日
時
＝
７
月

18
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
５
時
●
参

加
費
＝
無
料
●
会
場
・
問
合
せ
＝「
森

の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ
（
☎
５
９
５

−

８
３
１
１
）

【
千
年
の
森
ミ
ュ
ー
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
】
地
元
音
楽
愛
好
家
と
東
京
・

埼
玉
の
音
楽
団
体
交
流
演
奏
会
で

す
。
●
日
時
＝
８
月
２
日
㈰
午
後
１

時
～
４
時
●
会
場
＝
千
手
中
央
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
●
入
場
料
＝

１
、
０
０
０
円
●
問
合
せ
＝
川
西
公

民
館
（
☎
７
６
８
―
２
３
０
８
）

　
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
学
び

ま
す
。
●
日
時
＝
７
月
23
日
㈭
午
後

●
日
時
＝
８
月
１
日
㈯
午
後
６
時
～

　
A
E
D
の
使
用
方
法
な
ど
を
学
び

ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
●
日
時
＝
８
月
２
日
㈰
午
後

１
時
～
５
時
●
会
場
＝
松
代
総
合
体

育
館
●
定
員
＝
先
着
30
人
●
受
講
料

＝
１
、
５
０
０
円
（
教
材
代
、
保
険

料
）
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
７
月
24

日
㈮
ま
で
に
赤
十
字
安
全
奉
仕
団
十

日
町
分
団
事
務
局
（
市
社
会
福
祉
協

議
会
内
☎
７
５
０
―
５
０
１
０
） 

期日 時間 映写内容

７月
25日㈯

午前10時30分〜
正午

おじいちゃんのトマト
イルカと少年

７月
29日㈬

午前10時30分〜
正午

ありがとうハーナ
百目のあずきとぎ ほか

午後１時30分〜
３時

サッツウのきじ
めぐみ

８月
６日㈭

午前10時30分〜
正午

おこりじぞう
青い目の人形物語 ほか

午後１時〜４時
はだしのゲン
はだしのゲン２

８月
12日㈬

午前10時30分〜
正午

ながさきの子うま
一つの花　ほか

午後１時30分〜３時 あした天気になーれ

８月
19日㈬

午前10時30分〜
正午

ガッツ親父とオサム
おかあさんのやさしい手

午後1時30分〜３時
忍たま乱太郎
新ちゃんがないた ほか

８月
22日㈯

午前10時30分〜
正午

象のいない動物園

●会　場　情報館
●入場料　無料　※予約不要
●問合せ　市視聴覚ライブラリー（情報館内）
　　　　　☎750-5010

●
日
時
＝
７
月
20
日
（
海
の
日
）
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
●
会
場
＝

マ
リ
ン
ピ
ア
日
本
海
（
新
潟
市
）
●

参
加
費
＝
４
、
２
０
０
円
●
対
象
＝

小
・
中
学
生
●
定
員
＝
40
人
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
十
日
町
体
力
づ
く
り

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
７
５
８
―
３
３

４
３
）

　
田
代
集
落
の
伝
統
芸
能
「
神
楽
」

や
「
水
取
神
事
」
が
披
露
さ
れ
ま

す
。
●
日
時
＝
７
月
19
日
㈰
午
前
10

時
～
午
後
３
時
●
会
場
＝
七
ツ
釜
公

園
●
問
合
せ
＝
市
観
光
協
会
中
里
支

部
（
☎
７
６
３
―
３
１
６
８
） 

　
花
火
大
会
や
リ
コ
ー
ダ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
、
た
く
さ
ん
の
模
擬
店
が
並

び
ま
す
。
●
日
時
＝
７
月
19
日
㈰
午

後
２
時
～
８
時
●
会
場
・
問
合
せ
＝

ミ
オ
ン
な
か
さ
と
（
☎
７
６
３
―
４

８
１
１
）

　
十
日
町
観
光
ガ
イ
ド
と
市
内
を
巡

り
、
魅
力
を
再
発
見
し
ま
す
。
●
日

時
＝
７
月
23
日
㈭
午
前
９
時
出
発
●

集
合
場
所
＝
十
日
町
駅
西
口
●
参
加

費
＝
５
０
０
円
※
各
自
昼
食
持
参
●

定
員
＝
先
着
20
人
●
行
き
先
＝
宝
泉

寺
、
巾
っ
欠
、
星
と
森
の
詩
美
術
館
、

松
乃
井
酒
造
場
、
上
下
水
道
局
、
キ

ナ
ー
レ
な
ど
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

７
月
21
日
㈫
ま
で
に
十
日
町
観
光
ガ

イ
ド
の
会
事
務
局
（
市
観
光
協
会
内

☎
７
５
７
―
３
３
４
５
）

●
日
時
＝
８
月
１
日
㈯
午
後
６
時
30

分
～
８
時
●
内
容
＝
夜
店
や
花
火
な

８
時
●
内
容
＝
夜
店
や
盆
踊
り
、
花

火
な
ど
●
会
場
・
問
合
せ
＝
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
三
好
園
（
☎
７
５
６

―
２
１
０
６
）

ど
●
会
場
・
問
合
せ
＝
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
三
好
園
し
ん
ざ
（
☎
７
５
２
―

７
６
７
０
）

　
戦
国
時
代
の
春
日
山
城
下
の
刀

工
・
兼
則
の
作
を
中
心
に
展
覧
し
て

い
ま
す
。
謙
信
奉
納
と
伝
え
ら
れ
る

松
苧
神
社
の
短
刀
と
軍
配
も
原
寸
大

写
真
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
山
の
版

画
家
・
畦
地
梅
太
郎
展
を
同
時
開
催

し
て
い
ま
す
。
●
会
期
＝
～
８
月
２

日
㈰
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）
●
休
館

日
＝
毎
週
火
曜
日
●
入
場
料
＝
一
般

５
０
０
円
、
小
・
中
学
生
２
０
０
円

●
会
場
・
問
合
せ
＝
星
と
森
の
詩
美

術
館
（
☎
７
５
２
―
７
２
０
２
）

　
一
足
早
く
盆
踊
り
を
楽
し
み
ま
し

ょ
う
。
●
日
時
＝
７
月
22
日
㈬
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分
●
会
場
＝
市

民
体
育
館
●
参
加
費
＝
無
料
●
問
合

せ
＝
田
口（
☎
７
５
２
―
２
６
８
３
）

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
●
応
募
期
間
＝
７
月
25
日
㈯
～

９
月
８
日
㈫
●
応
募
資
格
＝
市
内
の

小
・
中
学
生
●
応
募
規
定
＝
画
用
紙

申込み・問合せ＝博物館　☎757-5531

　平成８年に発掘調査された野首遺跡（上新田地内）
の出土品を紹介します。また、これまでに復元され
た土器を一堂に展示します。
●会期＝８月１日㈯〜９月13日㈰
　　　　午前９時〜午後５時（入館は４時30分まで）
●入場料＝大人300円、中学生以下無料　
●休館日＝毎週月曜日

　
　
※
申
し
込
み
不
要

３
回
シ
リ
ー
ズ
講
座

期日 タイトル・内容 講師

８月８日㈯ 岡本太郎の縄文発見 山下裕二さん

８月22日㈯ 縄文を撮る 小川忠博さん

９月５日㈯
火焔型土器と野首遺跡 寺﨑裕助さん

群馬・長野県の焼町土器 長谷川福次さん

時間：午後１時30分〜３時30分（９月5日の
み４時まで）、会場：情報館 視聴覚ホール

平成21年度　夏季特別展
博物館開館・友の会設立30周年
笹山遺跡出土品国宝指定10周年記念

「縄文人の道具箱　野首遺跡展」

平成21年度　子ども博物館I

縄文体験「土器・勾
ま が た ま

玉づくり」

　夏季特別展「縄文人の道具箱野首遺
跡展」を見学した後、実物の土器を見
ながら粘土を使って土器づくりと勾玉
づくりを体験します。

●日時＝８月９日㈰　
　午後１時15分〜４時30分（受付１時）
●会場＝博物館
●参加費＝1,000円（材料費）
●対象＝小学４〜６年生　
●定員＝先着15人
●申込み＝７月23日㈭までに、申込書
（対象者には学校で配布）に参加費を
添えて申し込んでください。

●そのほか＝タオルを持参し、動きや
すく汚れてもよい服装で参加してく
ださい。作った土器は各自の家庭用
オーブンで焼きます。

　
市
報
毎
月
10
日
号
に
連
載
中
の

「
あ
い
ど
る
き
ゃ
っ
ち
」
に
出
演
す

　
武
将
た
ち
ゆ
か
り
の
品
や
桃
山
文

化
の
文
物
な
ど
、
約
１
９
０
点
を
公

開
し
ま
す
。
●
会
期
＝
７
月
25
日
㈯

～
９
月
６
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～
午

後
５
時
（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）

※
７
月
27
日
㈪
・
８
月
17
日
㈪
は
休

館
●
会
場
＝
県
立
歴
史
博
物
館
（
長

　
日
本
語
学
習
支
援
者
の
日
本
語
支

援
能
力
向
上
を
図
り
ま
す
。
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
●
日
時

＝
８
月
８
日
㈯
・
29
日
㈯
・
９
月
19

日
㈯
・
10
月
24
日
㈯
・
11
月
21
日
㈯
・

22
年
１
月
・
２
月
・
３
月
い
ず
れ
も

午
後
２
時
～
３
時
30
分
※
全
８
回
●

会
場
＝
国
際
大
学
（
南
魚
沼
市
）
●

参
加
費
＝
３
、
０
０
０
円
●
定
員
＝

15
人
●
講
師
＝
国
際
大
学
講
師
ほ
か

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
８
月
４
日
㈫

ま
で
に
国
際
大
学
（
☎
０
２
５
―
７

７
９
―
１
４
９
８
）

　
詳
細
は
市
報
14
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
●
日
時
・
内
容
＝
８
月
８

　
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
●
日
時
＝
８
月
30
日
㈰
午
前
６

時
出
発
●
行
き
先
＝
平
山
郁
夫
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
美
術
館
、
岡
田
紅
陽
写
真

美
術
館
、
小
池
邦
夫
絵
手
紙
美
術
館

（
い
ず
れ
も
山
梨
県
）
●
参
加
費
＝

１
１
、
０
０
０
円
（
交
通
費
・
入
館

料
・
昼
食
代
な
ど
含
む
）
●
定
員
＝

先
着
90
人
●
申
込
み
＝
７
月
31
日
㈮

ま
で
に
申
込
書
（
中
央
公
民
館
に
配

置
）
を
中
央
公
民
館
●
問
合
せ
＝
市

芸
術
協
会
・
宮
沢
（
☎
７
５
８
―
２

９
６
５
）

日
㈯
午
後
５
時
～
６
時
30
分

：

ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
、
午
後
７
時
～
９

時

：

観
察
会
●
参
加
費
＝
観
察
会
の

み
５
０
０
円
●
会
場
・
申
込
み
・
問

合
せ
＝
ま
つ
だ
い
「
農
舞
台
」（
☎

５
９
５
―
６
１
８
０
）

１
時
30
分
～
３
時
30
分
●
参
加
費
＝

無
料
●
会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
＝

７
月
17
日
㈮
ま
で
に
三
好
園
（
☎
７

５
６
―
２
１
０
６
）

岡
市
）
●
入
場
料
＝
大
人
１
、
０
０

０
円
（
前
売
り
７
０
０
円
）、
高
校
・

大
学
生
７
０
０
円
（
前
売
り
５
０
０

円
）、
中
学
生
以
下
無
料
●
問
合
せ

＝
県
立
歴
史
博
物
館
（
☎
０
２
５
８

―
47
―
６
１
３
０
）

四
つ
切
り
版
の
水
彩
・
油
彩
・
ク
レ

ヨ
ン
・
は
り
絵
な
ど
。
※
下
条
中
央

公
園
の
題
材
に
限
る
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
下
条
地
区
振
興
会
（
下
条
公

民
館
内
☎
７
５
５
―
２
０
０
４
）

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
会

七
ツ
釜
ま
つ
り

市
内
で
新
発
見
を
探
す
ツ
ア
ー

夏
の
ハ
イ
キ
ン
グ

三
好
園
納
涼
大
会

三
好
園
し
ん
ざ
夕
涼
み
会

金
融
相
談
会

ミ
オ
ン
な
か
さ
と

ふ
れ
あ
い
祭
り

公
民
館
設
置
60
周
年

記
念
事
業

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
三
好
園

第
１
回
家
族
介
護
教
室

外
国
籍
親
子
に
日
本
語
を

教
え
る
人
の
養
成
講
座

市
報
コ
ー
ナ
ー
「
あ
い
ど
る

き
ゃ
っ
ち
」
あ
い
ど
る
募
集

第
８
回
夏
休
み
写
生
大
会

作
品
を
募
集
し
ま
す

夏休み子ども上映会
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▼
今
年
も
ツ
ー
リ
ン
グ
ネ
タ
を
ひ
と
つ
。
伊

豆
長
岡
温
泉
ま
で
行
っ
た
と
き
、
帰
り
に
箱

根
に
立
ち
寄
り
箱
根
駅
伝
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
往
路
の
ゴ
ー
ル
、
復
路

の
ス
タ
ー
ト
地
点
の
す
ぐ
脇
に
建
つ
こ
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
そ
ん
な
に
大
き
く
は

な
く
、
入
っ
て
も
す
ぐ
に
回
れ
る
感
じ
で
す

が
、
今
回
は
館
長
さ
ん
の
説
明
を
聞
き
な

が
ら
じ
っ
く
り
見
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

「
ど
う
し
て
開
催
が
１
月
２
・
３
日
に
な
っ
た

の
か
」「
戦
時
中
に
一
度
開
催
し
た
が
、
そ

の
方
法
は
」
な
ど
と
、
ク
イ
ズ
仕
立
て
で
箱

根
駅
伝
の
歴
史
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
何
と
新
潟
も
開
催
地
の
候
補
に
あ
が
っ

た
の
だ
そ
う
で
す
。
▼
す
っ
か
り
正
月
の
風

物
詩
に
な
っ
た
箱
根
駅
伝
。
来
年
も
地
域
の

▼
数
年
前
か
ら
地
域
内
の
ホ
タ
ル
の
調
査
や

観
察
会
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も

６
月
中
旬
こ
ろ
か
ら
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
い
出

し
、
星
空
の
下
、
目
の
前
に
も
星
空
の
よ
う

に
キ
ラ
キ
ラ
光
る
た
く
さ
ん
の
ホ
タ
ル
を
見

る
こ
と
が
で
き
、と
て
も
楽
し
い
時
期
で
す
。

ホ
タ
ル
を
見
に
行
く
な
ら
風
が
な
く
多
湿
な

夜
が
お
勧
め
で
す
。
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に

車
を
停
め
て
歩
い
て
い
く
と
、
暗
闇
に
目
が

慣
れ
、
ホ
タ
ル
の
ほ
の
か
な
明
か
り
を
強
く

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ホ
タ
ル
の
光
は

オ
ス
、
メ
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段

で
す
。
強
い
光
の
オ
ス
に
メ
ス
が
応
え
る
た

め
、
車
の
ラ
イ
ト
や
携
帯
電
話
な
ど
の
強
い

光
が
近
く
に
あ
る
と
、
メ
ス
は
そ
の
光
が
今

日
一
番
強
い
オ
ス
だ
と
思
っ
て
し
ま
う
そ
う

で
す
。
成
虫
に
な
っ
て
寿
命
が
た
っ
た
10
日

間
の
ホ
タ
ル
に
毎
年
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
分
ホ
タ
ル
の
邪

魔
に
な
ら
な
い
よ
う

心
が
け
て
い
ま
す
。

出
身
選
手
が
出
場
す

る
と
思
い
ま
す
の
で
、

テ
レ
ビ
の
前
で
応
援

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
プ
ー
ル
開
設
期
間
中
は

（ ）
内
の
番

号
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

施設名 開設期間 開場時間 定休日 使用料 問合せ

市民プール

７月26日㈰〜
　８月23日㈰

午前９時〜
　午後５時 な

し

高校生以上
300円、

小・中学生
200円、
幼児

100円

752-4377
（752-0737）

松代プール
597-2301

（597-3607）

室野プール
597-2301

（598-2715）

松之山　　
　　プール

７月25日㈯〜
　８月30日㈰

午前10時〜
　午後５時

596-2265
（596-2194）

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
７
月
末
現
在

で
常
用
労
働
者
を
１
～
４
人
雇
用
す

る
事
業
所
（
農
林
漁
業
・
一
般
公
務

を
除
く
）
を
対
象
に
、
賃
金
や
労
働

時
間
、
労
働
者
数
の
動
向
を
調
べ
る

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査
を
行

い
ま
す
。
調
査
デ
ー
タ
は
統
計
を
作

る
た
め
の
み
に
使
用
し
ま
す
。
７
月

下
旬
か
ら
８
月
末
ま
で
に
調
査
員
が

対
象
事
業
所
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
●
調
査

対
象
地
域
＝
田
中
町
東
・
西
、
若
宮

町
、
新
屋
敷
、
本
屋
敷
、
宮
中
、
堀

之
内
、
如
来
寺
、
桂
、
小
原
●
問
合

せ
＝
県
総
務
管
理
部
統
計
課
生
活
統

計
班
（
☎
０
２
５
―
２
８
５
―
５
５

１
１
内
線
２
４
３
６
）

　
２
級
技
能
検
定
受
験
に
向
け
て
建

設
機
械
整
備
の
油
圧
装
置
の
基
礎
を

学
び
ま
す
。
●
受
講
期
間
＝
８
月
19

日
㈬
～
25
日
㈫
午
後
６
時
～
９
時
※

土
・
日
曜
日
を
除
く
●
受
講
料
＝
２
、

４
０
０
円
●
定
員
＝
20
人
（
申
込
み

多
数
の
場
合
抽
選
）
●
会
場
・
申
込

み
・
問
合
せ
＝
７
月
31
日
㈮
ま
で
に

県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
（
☎
０

２
５
―
５
４
５
―
２
１
９
０
）

　
放
送
大
学
で
は
、
21
年
度
第
２
学

期
（
10
月
入
学
）
の
教
養
学
部
生
・

大
学
院
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
●

出
願
締
切
り
＝
８
月
31
日
㈪（
必
着
）

●
資
料
請
求
・
問
合
せ
＝
放
送
大
学

新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
５

−

２
２
８
―
２
６
５
１
）

　
市
の
認
可
保
育
所
保
育
料
に
つ
い

て
、
同
一
世
帯
か
ら
兄
弟
姉
妹
が
保

育
所
・
幼
稚
園
な
ど
に
同
時
入
所
し

て
い
る
場
合
、
３
人
目
以
降
の
保
育

料
を
７
月
分
保
育
料
か
ら
無
料
に
軽

減
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
軽
減
拡
大

　
植
林
ブ
ナ
林
の
下
草
刈
り
で
す
。

山
菜
汁
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

●
日
時
＝
７
月
19
日
㈰
午
前
８
時

30
分
～
午
後
２
時
●
集
合
場
所
＝

ニ
ュ
ー
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
第
２
駐

車
場
（
津
南
町
）
●
持
ち
物
＝
弁
当
、

飲
料
水
、
軍
手
、
雨
具
、
ス
コ
ッ
プ
、

草
刈
道
具
●
問
合
せ
＝
ふ
る
さ
と
の

清
津
川
を
守
る
会
・
藤
ノ
木
（
☎
７

６
３
―
３
７
６
１
）

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
間
＝
７
月
16
日
㈭
～
９
月

15
日
㈫
（
当
日
消
印
有
効
）
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
県
民
生
活
・
環
境
部

男
女
平
等
社
会
推
進
課
事
業
推
進
係

（
☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
１
４
２
）

　
県
で
は
、
仕
事
と
家
庭
を
両
立
す

る
職
場
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
推
進
企
業
な
ど
か
ら
登
録
し
て

も
ら
い
、
広
く
皆
さ
ん
に
紹
介
し
て

い
ま
す
。
広
告
な
ど
に
使
用
す
る
シ

募集住宅
建設
年度

構造 間取り
家賃

（円／月）
募集
戸数

十日町
地域

四日町
住宅

H19
年度

鉄筋コン
クリート
造５階建

６帖１室、
７帖１室、
DK

19,400〜
28,900

１戸

松代
地域

善宗塚
住宅

S51
年度

簡易
耐火造
３階建

６帖１室、
4.5帖２室、
DK

11,800 〜
17,600

３戸

●
募
集
期
間
＝
７
月
13
日
㈪
～
27
日

㈪
※
申
込
み
条
件
の
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
克
雪
維
持
課
建
築
住
宅
係
（
☎

７
５
７
―
９
９
３
５
）

　
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
●
受
付
期
間
＝
①
海
上
保
安
学

校

：

７
月
21
日
㈫
～
８
月
４
日
㈫
②

海
上
保
安
大
学
校

：

８
月
27
日
㈭
～

　
22
年
４
月
に
入
学
す
る
学
生
を
募

集
し
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。【
学
科
】
●
募
集
定
員

＝
稲
作
経
営
科
40
人
程
度
、
園
芸
経

営
科
30
人
程
度
、
畜
産
経
営
科
10
人

程
度
●
受
験
資
格
＝
高
校
ま
た
は
中

等
教
育
学
校
卒
業
（
見
込
み
含
む
）

【
研
究
科
】
●
募
集
定
員
＝
就
農
者

コ
ー
ス
10
人
、
指
導
者
コ
ー
ス
10
人

●
受
験
資
格
＝
農
業
大
学
校
学
科
ま

た
は
農
業
課
程
履
修
の
短
大
卒
業

（
見
込
み
含
む
）
●
問
合
せ
＝
新
潟

県
農
業
大
学
校
（
☎
０
２
５
６
―
72

―
３
１
４
１
）

る
幼
児
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
●
対

象
＝
４
歳
未
満
の
幼
児
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
総
務
課
広
報
広
聴
係
（
☎

７
５
７
―
３
１
１
２
）

９
月
８
日
㈫
●
採
用
人
数
＝
①
約
１

６
０
人
②
約
45
人
●
身
分
・
給
与
＝

22
年
４
月
の
入
校
と
同
時
に
国
家
公

務
員
と
な
り
在
学
中
は
月
額
約
14
万

円
を
支
給
●
問
合
せ
＝
第
九
管
区
海

上
保
安
本
部
総
務
部
人
事
課
（
☎
０

１
２
０
―
４
４
４
―
５
７
６
）

　
県
バ
ス
協
会
で
は
、
７
月
31
日
㈮

ま
で
「
車
内
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
走
行
中

に
席
を
離
れ
る
と
、
転
倒
な
ど
思
わ

ぬ
け
が
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

降
り
る
と
き
は
、
バ
ス
が
停
留
所
に

着
い
て
完
全
に
止
ま
っ
て
か
ら
席
を

　
薬
物
乱
用
防
止
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ

イ
。」
普
及
運
動
が
７
月
19
日
㈰
ま

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
薬
物
乱
用
問

題
は
、全
世
界
的
な
広
が
り
を
見
せ
、

人
間
の
生
命
は
も
と
よ
り
、
社
会
や

国
の
安
全
や
安
定
を
脅
か
す
な
ど
、

人
類
が
抱
え
る
最
も
深
刻
な
社
会
問

題
の
一
つ
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

社
会
が
一
丸
と
な
っ
て
薬
物
乱
用
の

撲
滅
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
●
問
合

せ
＝
健
康
支
援
課
地
域
医
療
係
（
☎

７
５
７
―
３
７
１
９
）

寄付ありがとう
６月25日届出分まで(敬称略)

●とおかまち応援寄附金へ＝植田徹
（東京都中野区）松本芳範（岡山県
岡山市）

●情報館へ＝小島ミヲコ（平）和田
知子（新座１）捧賢一（新潟市）
溝上武實（上越市）

● 公 民 館 へ ＝ 十 日 町 歌 謡 ク ラ ブ
（100,000円）

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
障
が
い

者
施
設
、
保
育
所
な
ど
、
施
設
に
直

接
苦
情
を
申
し
立
て
て
も
解
決
し

な
い
場
合
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
に
応
じ
て
助
言
や
事
情
調
査
、

あ
っ
せ
ん
な
ど
を
行
い
ま
す
。
●
相

談
日
時
＝
月
曜
日
～
金
曜
日
午
前
９

時
～
午
後
４
時
※
年
末
年
始
・
祝
日

を
除
く
●
相
談
・
問
合
せ
＝
県
福
祉

サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会
（
☎

０
２
５
―
２
８
１
―
５
６
０
９
）

　
こ
れ
か
ら
夏
を
迎
え
、
ご
み
の
量

が
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。
ご
み
の
分

別
を
心
が
け
、
安
全
で
衛
生
的
な
ご

み
の
処
理
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
特
に
資
源
物
と
し
て
の
ス
プ

レ
ー
缶
に
つ
い
て
は
、
く
ぎ
な
ど
で

穴
を
開
け
、
中
身
を
空
に
し
て
か
ら

出
し
て
く
だ
さ
い
。
●
問
合
せ
＝
環

境
衛
生
課（
☎
７
５
２
―
３
９
２
４
）

陸上自衛隊
現地訓練のお知らせ
　陸上自衛隊では、下記日程で地図

判読訓練を行います。人員約35人、

車両６台による編成です。服装は迷

彩服を着用していますが、武器の携

行はありません。

期日 時間 場所

７月
14日㈫

午後２時45分ころ 節黒城趾

午後４時30分ころ 大井田城趾

７月
15日㈬

午前８時45分ころ
午後３時ころ

南鐙坂地区

午後１時ころ 伊達地区

７月
16日㈭

午前10時30分ころ 天池地区

●問合せ　陸上自衛隊武器学校

　　　　　第１教育部教務課

　　　　　☎ 029-887-1171

　
総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
な

ど
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
見
ら
れ

な
い
世
帯
に
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
支
給
し

ま
す
。
●
支
給
開
始
時
期
＝
平
成
21

年
秋
以
降
●
問
合
せ
＝
総
務
省
地
デ

ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
03
―
４
３

３
４
―
１
１
１
１
）

措
置
は
、
十
日
町
地
域
で
は
す
で
に

実
施
済
み
で
、
川
西
・
中
里
・
松
代
・

松
之
山
地
域
の
保
護
者
が
対
象
と
な

り
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
福
祉
課
子
育

て
支
援
係（
☎
７
５
７
―
９
１
６
９
）

ま
た
は
各
支
所
市
民
課
健
康
・
子
育

て
係

立
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、、

や
む
を
え
ず
急
ブ
レ
ー
キ
を
掛
け
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
立
っ
て
い

る
と
き
は
、
つ
り
革
や
握
り
棒
に

し
っ
か
り
と
つ
か
ま
っ
て
く
だ
さ

い
。
●
問
合
せ
＝
㈳
新
潟
県
バ
ス
協

会
（
☎
０
２
５
―
２
４
７
―
８
１
３

１
）

　
雇
用
・
借
金
・
生
活
保
護
な
ど
の

困
り
ご
と
に
弁
護
士
が
相
談
に
当
た

り
ま
す
。
電
話
相
談
（
☎
０
２
５
―

２
２
３
―
８
２
５
２
）
も
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。
●
日
時
＝
７
月
27
日
㈪

～
31
日
㈮
午
前
10
時
～
午
後
4
時
●

会
場
＝
県
弁
護
士
会
館
※
新
潟
地
裁

構
内
（
新
潟
市
）
●
面
接
相
談
定
員

＝
各
日
先
着
10
人
※
申
込
み
が
必
要

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
県
弁
護
士
会

（
☎
０
２
５
―
２
２
２
―
３
７
６
５
）

N
H
K
受
信
料
全
額
免
除
世

帯
に
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
を

支
給
し
ま
す

(石)(高)

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

新
潟
県
農
業
大
学
校

学
生
募
集

上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

受
講
生
募
集

ハ
ッ
ピ
ー
・
パ
ー
ト
ナ
ー

企
業
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
募
集

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

苦
情
は
あ
り
ま
せ
ん
か

雇
用
と
生
活

全
国
一
斉
無
料
相
談
会

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

環
境
衛
生
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」
は

薬
物
乱
用
防
止
の
合
言
葉

21
年
度
海
上
保
安
学
校
・

海
上
保
安
大
学
校
学
生
募
集

放
送
大
学
10
月
入
校
生
募
集

市
内
の
プ
ー
ル
を
開
設
し
ま
す

小
松
原
水
づ
く
り
の
森

草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

毎
月
勤
労
統
計
調
査

特
別
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

保
育
料
の
軽
減
措
置
を

拡
大
し
ま
す

【
市
報
お
わ
び
と
訂
正
】

　
市
報
６
月
25
日
号
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
26
ペ
ー
ジ
『「
雪
の
華
」

メ
ン
バ
ー
募
集
』の
問
合
せ
先
が「
☎

７
５
７

｜

２
２
１
７
」
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
正
し
く
は
「
☎
７
５
２

｜

２
２
１
７
」
で
し
た
。
お
わ
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。
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お知らせ・ガイド
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



　
ま
ど
を
あ
け
た
ら

山崎優
ゆ り あ

空さん（１年）
まどをあけると、くまとおひさまたちがむかえにきてくれます。くうぴいとくれよんをいっしょにまぜて、はみださないようにきをつけてぬりました。

　
雲
の
上
の
ケ
ー
キ
屋
さ
ん

　
冬
の
ク
リ
ス
マ
ス

　
　
　
　
　
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
ふ
し
ぎ
な
に
じ
の
お
う
ち

私は、雲の上のケーキ屋さんをかきまし
た。雲の上のドアをあけてみたら、うさぎが
ケーキ屋さんをしていました。空から雨がふ
ってくるようすを点々にあらわしました。

クリスマスといえばプレゼント。プレゼントがもらえるから、クリスマスは大好きです。くつしたの中にプレゼントを入れるけれど、ズックの中にプレゼントをかきました。

私は、線からふしぎな国をそうぞう
しました。家のやねがにじでできていた
らおもしろいと思って、にじの下に家を
かきました。こんな家があったらいいな。

　
中
が
き
れ
い
な
ふ
ね

高橋帝
てい

叶
と

さん（２年）

ふねのかべや中におり紙をはるのが大

へんでした。いっぱいはったら、すきまが

なくなってきたからです。紙ぶくろをしわ

しわにすることがおもしろかったです。

■ 人　口  60,922人（－35） 男  29,819人（－16）  女  31,103人（－19）
■ 世帯数  19,984世帯（＋13） ６月末現在（　）は前月からの増減市民の動き

49

川
治
小
学
校

根津　凌
りょう

さん（４年）

松澤麻
ま

理
り

奈
な

さん（６年）

德永由
ゆ

貴
き

さん（３年）

■ 人　口  60,922人（－35） 男  29,819人（－16）  女  31,103人（－19）

　
空
で
だ
っ
ぴ
す
る
白
龍

古瀬優
ゆう

弥
や

さん（５年）

ぼくは、龍が大好きです。きれいなもよ

うの体になろうと、空の上でだっぴしてい

るところを作りました。ぼくはだっぴした

龍のせなかに乗って空を飛んでみたいです。
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